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 三
九
（
　
　
　
）
三
九
目
　
　
次
一
　
は
じ
め
に
二
　
陪
審
公
判
始
末
簿
か
ら
見
た
陪
審
裁
判
　
１
　
事
件
数
と
そ
の
概
要
　
２
　
年
度
別
処
理
状
況
　
３
　
陪
審
公
判
始
末
簿
三
　
陪
審
説
示
集
・
問
書
集
に
よ
る
事
件
の
紹
介
　
１
　
①
事
件
（
昭
和
四
年
二
月
一
六
日
判
決
・
尊
属
傷
害
致
死
被
告
事
件
）
　
２
　
②
事
件
（
昭
和
四
年
七
月
一
八
日
判
決
・
放
火
及
放
火
未
遂
被
告
事
件
）
四
　
陪
審
法
施
行
後
の
感
想
　
１
　
判
事
・
検
事
の
感
想
　
２
　
弁
護
士
の
感
想
＜
資
　
　
料＞山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴
―
―
予
審
終
結
決
定
書
・
陪
審
公
判
始
末
簿
お
よ
び
 
刑
事
判
決
書
を
中
心
に
見
る
陪
審
裁
判
―
―
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
加
　
藤
　
　
　
高
・
紺
　
谷
　
浩
　
司
　
増
　
田
　
　
　
修
・
矢
　
野
　
達
　
雄
　
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
四
〇
（
　
　
　
）
四
〇
五
　
お
わ
り
に
　
資
料
一
　
予
審
終
結
決
定
書
　
資
料
二
　
第
一
審
判
決
書 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… （
以
上
本
号
）
　
資
料
三
　
上
告
審
判
決
書 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… （
以
下
次
号
）
　
資
料
四
　
新
聞
報
道
に
見
る
陪
審
公
判
　
資
料
五
　
陪
審
公
判
を
担
当
し
た
判
検
事
・
弁
護
士
の
閲
歴
一
　
は
じ
め
に
　
本
稿
は
、「
広
島
に
お
け
る
陪
審
裁
判
（
一
・
二
）
―
―
昭
和
初
期
の
芸
備
日
日
新
聞
・
中
国
新
聞
の
報
道
な
ら
び
に
刑
事
判
決
原
本
を
中
心
に
し
て
見
る
陪
審
裁
判
―
―
」（『
修
道
法
学
』
第
二
九
巻
第
二
号
・
第
三
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
・
九
月
）
に
続
き
、「
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
」
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
山
口
地
方
裁
判
所
・
同
地
方
検
察
庁
お
よ
び
山
口
県
立
図
書
館
な
ど
で
調
査
し
た
結
果
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
山
口
地
方
裁
判
所
が
保
存
し
て
い
る
、
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
陪
審
裁
判
に
関
す
る
記
録
・
帳
簿
の
調
査
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
一
月
二
六
日
、
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
本
研
究
会
員
四
名
（
加
藤
・
紺
谷
・
増
田
・
矢
野
）
が
協
同
し
て
行
っ
た
。
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
は
、
陪
審
裁
判
に
関
し
て
は
、「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
（
昭
和
三
年
～
昭
和
一
二
年
）
と
「
予
審
終
結
決
定
書
（
謄
本
）」（
昭
和
二
年
～
昭
和
一
七
年
、
昭
和
二
一
年
）
の
簿
冊
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
陪
審
の
評
議
に
付
さ
れ
た
事
件
が
一
一
件
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
現
存
の
「
予
審
終
結
決
定
書
」
簿
冊
は
、
予
審
に
付
さ
れ
た
全
事
件
が
綴
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
分
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
陪
審
公
判
に
付
さ
れ
た
「
予
審
終
結
決
定
書
」
が
、
四
件
確
認
で
き
た
。
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
陪
審
の
評
議
に
付
さ
れ
た
刑
事
判
決
原
本
に
つ
い
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
三
月
一
九
日
、
山
口
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、
本
研
究
会
員
三
名
（
加
藤
・
紺
谷
・
増
田
）
が
協
同
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
行
っ
た
。
無
罪
判
決
二
件
は
、
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
、
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有
罪
と
な
っ
た
九
件
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
　「
防
長
新
聞
」・「
関
門
日
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
陪
審
公
判
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
四
月
二
二
日
・
二
五
日
、
山
口
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
本
研
究
会
員
二
名
（
加
藤
・
増
田
）
が
協
同
し
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
に
お
い
て
、
公
訴
棄
却
と
記
録
さ
れ
て
い
る
事
件
の
中
、
一
件
が
陪
審
の
評
議
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
山
口
地
方
裁
判
所
お
よ
び
山
口
地
方
検
察
庁
を
始
め
、
関
係
各
位
の
御
理
解
の
も
と
に
御
高
配
を
頂
き
、
必
要
な
資
料
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
注
１
） 
広
島
地
方
裁
判
所
に
は
、「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
と
「
予
審
終
結
決
定
書
」
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
広
島
に
お
け
る
陪
審
裁
判
」
は
新
聞
記
事
と
刑
事
判
決
書
と
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
な
お
、
山
口
地
方
裁
判
所
に
は
、「
第
一
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
四
一
（
　
　
　
）
四
一
審
公
判
始
末
簿
」（
昭
和
二
年
～
昭
和
一
二
年
）
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
（
注
２
） 
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
や
地
元
紙
の
記
事
な
ど
に
よ
り
、
全
国
で
も
特
に
無
罪
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
仙
台
の
陪
審
裁
判
の
模
様
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
林
正
宏
「
仙
台
の
陪
審
裁
判
に
つ
い
て
」（『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
第
六
三
〇
号
、
一
九
八
七
年
五
月
）
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、
林
論
文
に
導
か
れ
て
、
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
陪
審
裁
判
に
関
す
る
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
注
３
） 
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
資
料
の
旧
漢
字
は
、
氏
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
二
　
陪
審
公
判
始
末
簿
か
ら
見
た
陪
審
裁
判
１
　
事
件
数
と
そ
の
概
要
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
ま
で
の
間
に
、
陪
審
の
評
議
に
付
せ
ら
れ
た
事
件
の
終
局
結
果
は
、「
刑
事
統
計
年
報
」
に
よ
る
と
、
有
罪
九
件
、
無
罪
二
件
、
合
計
一
一
件
で
あ
る
と
い
う
（『
我
が
国
で
行
わ
れ
た
陪
審
裁
判
』、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
・
一
九
九
五
年
、
二
三
六
頁
）。
し
か
し
、
同
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
に
は
、
そ
の
外
に
控
訴
棄
却
が
三
件
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
件
は
陪
審
の
評
議
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
二
件
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
事
件
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 
事
　
件
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨
判
決
日
（
昭
和
年
月
日
）
４
・
２
・
　１６
４
・
７
・
　１８
４
・
　
・
　
１１
１３
４
・
　
・
　
１１
２１
５
・
３
・
　１９
５
・
５
・
　１０
５
・
　
・
　
１２
１１
６
・
５
・
　２８
６
・
７
・
　１４
被
　
告
　
人
Ｋ
Ｔ
清
吉
Ｍ
Ｓ
峰
雄
Ｈ
　
勘
一
Ｙ
Ｕ
鶴
作
Ｓ
Ｉ
久
槌
Ｈ
Ｄ
哲
雄
Ｓ
Ｄ
一
雄
Ｙ
Ｙ
音
松
Ｆ
Ｍ
勘
一
公
　
訴
　
罪
　
名
傷
害
致
死
放
火
及
放
火
未
遂
強
姦
致
傷
放
　
　
火
強
盗
強
姦
放
　
　
火
殺
人
未
遂
強
盗
殺
人
殺
　
　
人
判
　
決
　
内
　
容
　
懲
役
２
年
（
傷
害
）
懲
役
４
年
（
放
火
未
遂
）
公
訴
棄
却
（
猥
褻
）
懲
役
２
年
６
月
（
放
火
未
遂
）
無
罪
懲
役
７
年
懲
役
３
年
無
罪
懲
役
７
年
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
四
二
（
　
　
　
）
四
二
（
注
１
）　
山
口
地
方
裁
判
所
に
は
、
陪
審
公
判
始
末
簿
は
昭
和
一
二
年
ま
で
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
九
年
一
〇
月
の
⑫
事
件
以
降
は
、
陪
審
法
が
停
止
さ
れ
た
昭
和
一
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
陪
審
に
付
さ
れ
た
事
件
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
山
口
地
方
検
察
庁
で
も
、
⑫
事
件
以
降
、
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
陪
審
に
付
さ
れ
た
事
件
は
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
。
（
注
２
）　
①
事
件
は
、
当
時
の
刑
法
第
二
〇
五
条
第
二
項
（
直
系
尊
属
傷
害
致
死
）
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
が
、
傷
害
（
刑
法
第
二
〇
四
条
）
と
認
定
さ
れ
た
（
判
決
書
）。
（
注
３
）　
②
事
件
は
、
放
火
二
件
は
「
然
ら
ず
」、
放
火
未
遂
一
件
が
「
然
り
」
と
答
申
さ
れ
た
（
判
決
書
）。
（
注
４
）　
③
事
件
は
、
陪
審
員
の
答
申
が
、
強
姦
致
傷
に
つ
い
て
は
「
然
ら
ず
」、
猥
褻
に
つ
い
て
「
然
り
」
で
あ
っ
た
（「
防
長
新
聞
」
昭
和
四
・
一
一
・
一
五
）。
猥
褻
罪
は
告
訴
を
待
っ
て
受
理
す
べ
き
事
件
な
の
で
、
公
訴
棄
却
と
な
っ
た
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
六
四
条
第
五
号
）。
（
注
５
）　
④
事
件
は
、
放
火
未
遂
が
認
め
ら
れ
た
（
判
決
書
）。
（
注
６
）　
⑫
事
件
に
つ
い
て
は
、
死
体
遺
棄
教
唆
（
刑
法
第
一
九
〇
条
・
第
六
一
条
）
は
、
請
求
陪
審
事
件
で
あ
る
が
陪
審
の
請
求
が
な
く
、
昭
和
九
年
一
〇
月
三
一
日
、
殺
人
教
唆
に
つ
い
て
陪
審
裁
判
が
終
わ
っ
た
後
、
同
日
、
通
常
裁
判
に
よ
り
懲
役
三
月
（
未
決
三
〇
日
通
算
）
の
判
決
が
あ
っ
た
（「
防
長
新
聞
」
昭
和
九
・
一
一
・
二
、
判
決
書
）。
殺
人
教
唆
に
つ
い
て
は
、
殺
人
幇
助
と
認
定
さ
れ
た
。
　
な
お
、
殺
人
・
死
体
遺
棄
の
実
行
犯
で
あ
る
Ｕ
Ｙ
強
助
は
自
白
し
た
の
で
、
通
常
裁
判
に
よ
っ
て
、
昭
和
九
年
一
一
月
九
日
、
懲
役
一
〇
年
（
未
決
一
八
〇
日
通
算
）
の
判
決
を
受
け
た
（
第
一
審
公
判
始
末
簿
）。
（
注
７
）　
②
⑨
⑩
⑪
事
件
は
、
上
告
し
た
が
棄
却
さ
れ
た
（
上
告
審
判
決
書
）。
２
　
年
度
別
処
理
状
況
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
、
法
定
陪
審
事
件
の
年
度
別
処
理
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和３４５６７
受
理
件
数
５　２５　２６　３７　３４
自
白４　１３８　２３　２５
辞
退１８　１５　１１９
陪
審
判
決
３３３
公
訴
棄
却
１
備
　
　
考
公
訴
棄
却
は
、
強
姦
致
傷
事
件
⑩⑪⑫
７
・
１
・
　２０
８
・
４
・
　１１
９
・
　
・
　
１０
３１
Ａ
Ｍ
鶴
千
代
Ｙ
Ｄ
一
藏
Ｔ
Ｂ
ハ
ル
強
盗
殺
人
放
火
未
遂
殺
人
教
唆
及
死
体
遺
棄
教
唆
無
期
懲
役
３
年
懲
役
３
年
（
未
決
　
日
通
算
）
１２０
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
四
三
（
　
　
　
）
四
三
（
注
１
）　
こ
の
表
は
、「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
に
基
づ
い
て
作
製
し
た
。
陪
審
判
決
は
、
判
決
が
翌
年
の
場
合
で
も
、
事
件
が
受
理
さ
れ
た
年
に
記
載
し
た
。
　「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
で
は
、
受
理
年
度
に
お
い
て
未
済
の
事
件
は
、
翌
年
の
簿
冊
に
既
受
事
件
と
し
て
転
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
山
口
地
方
裁
判
所
で
は
、
法
定
陪
審
事
件
の
み
で
、
請
求
陪
審
事
件
は
な
か
っ
た
。
（
注
２
）　
昭
和
四
年
の
公
訴
棄
却
と
な
っ
た
強
姦
致
傷
事
件
は
、
前
掲
③
事
件
で
あ
る
。
（
注
３
）　
昭
和
九
年
の
放
火
事
件
は
、
公
判
開
始
以
前
の
昭
和
九
年
一
二
月
一
六
日
に
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
の
で
（「
関
門
日
日
新
聞
」
昭
和
九
・
一
二
・
一
八
、
「
防
長
新
聞
」
昭
和
九
・
一
二
・
一
九
）、
決
定
で
公
訴
棄
却
さ
れ
た
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
六
五
条
第
一
項
第
二
号
）。
（
注
４
）　
昭
和
一
一
年
の
殺
人
未
遂
事
件
は
、
公
判
開
始
以
前
の
昭
和
一
一
年
六
月
一
日
に
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
の
で
（「
防
長
新
聞
」・「
関
門
日
日
新
聞
」
昭
和
一
一
・
六
・
三
、「
関
門
日
日
新
聞
」
昭
和
一
一
・
六
・
四
）、
公
訴
の
取
消
が
あ
り
、
決
定
で
公
訴
棄
却
さ
れ
た
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
六
五
条
第
一
項
第
一
号
）。
（
注
５
）　
仙
台
で
は
、
昭
和
一
二
年
か
ら
、
自
白
よ
り
辞
退
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
と
い
う
が
、
山
口
で
は
、
昭
和
一
二
年
ま
で
し
か
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
し
、
昭
和
一
二
年
の
辞
退
は
一
一
件
で
前
年
と
変
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
（
注
６
）　
岡
原
昌
男
「
陪
審
法
の
停
止
に
関
す
る
法
律
に
就
て
」（『
法
曹
会
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
三
年
四
月
）
に
は
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
一
七
年
ま
で
の
全
国
「
年
度
別
・
法
定
請
求
陪
審
事
件
受
理
総
数
」
と
「
処
理
状
況
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
陪
審
事
件
は
、
昭
和
一
〇
年
一
八
件
（
内
、
更
新
三
件
）
昭
和
一
一
年
一
九
件
（
内
、
更
新
三
件
）、
昭
和
一
二
年
は
一
五
件
（
内
、
更
新
二
件
）
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
三
年
四
件
、
昭
和
一
四
年
四
件
（
内
、
更
新
一
件
）、
昭
和
一
五
年
四
件
、
昭
和
一
六
年
一
件
、
昭
和
一
七
年
二
件
（
内
、
更
新
一
件
）
と
、
昭
和
一
三
年
を
境
に
激
減
す
る
。「
更
新
」
は
、
陪
審
の
答
申
を
受
理
せ
ず
、
他
の
陪
審
の
評
議
に
付
す
こ
と
で
あ
る
（
陪
審
法
第
九
五
条
）。
　
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
一
三
年
か
ら
陪
審
公
判
が
激
減
し
た
の
は
、
昭
和
一
二
年
七
月
七
日
、
蘆
溝
橋
事
件
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
短
期
決
戦
を
目
指
し
た
も
の
ゝ
、
長
期
化
す
る
状
況
と
な
り
、
陪
審
裁
判
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
３
　
陪
審
公
判
始
末
簿
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
は
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
一
二
年
ま
で
の
間
の
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
、
表
紙
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
厚
紙
で
、
８９　１０　１１　１２
　４５　４５　４３　４８　４４
　２８　３８　２７　３６　２５
　１６５　１６　１１　１１
１１
１１
公
訴
棄
却
は
、
放
火
事
件
辞
退
中
、
１
件
は
一
部
自
白
公
訴
棄
却
は
、
殺
人
未
遂
事
件
８
件
は
、
昭
和
　
年
内
は
未
済
１２
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中
身
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
二
つ
折
り
し
て
綴
っ
た
も
の
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
は
、
同
じ
年
の
「
第
一
審
公
判
始
末
簿
」
や
「
民
事
々
件
簿
」
な
ど
と
一
緒
に
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
表
紙
に
は
「
事
件
簿
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
一
一
年
ま
で
の
も
の
は
、
各
年
「
事
件
簿
」
と
題
す
る
簿
冊
に
、
民
事
は
「
第
一
審
、
第
二
審
、
申
請
、
非
訟
、
小
作
調
停
、
上
訴
一
覧
簿
（
自
大
正
七
年
至
昭
和
三
年
）、
抗
告
」、
刑
事
は
、
「
第
一
審
、
第
二
審
、
予
審
、
共
助
」
と
、
民
事
・
刑
事
の
事
件
簿
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
は
、「
民
事
第
一
審
事
件
簿
」
と
題
し
て
い
る
が
、
内
容
は
従
来
と
同
じ
で
、「
事
件
簿
」
と
記
載
し
た
表
紙
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。「
事
件
簿
」
の
厚
さ
は
、
各
年
五
・
五
糎
乃
至
六
・
五
糎
で
あ
る
。
　「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
は
、
最
初
の
用
紙
裏
の
右
端
に
「
進
行
番
号
」、「
接
受
ノ
日
」、「
記
録
号
」、「
主
任
判
事
」、「
主
任
検
事
」、「
被
告
人
ノ
氏
名
」、
「
件
名
」、「
勾
留
ノ
日
」、「
保
釈
ノ
日
」、「
責
付
ノ
日
」、「
終
局
　
年
月
日
・
要
旨
」、「
上
告
　
申
立
ノ
日
・
完
結
ノ
日
・
要
旨
」、「
検
事
局
へ
の
記
録
送
付
の
日
」、「
備
考
」
と
印
刷
さ
れ
た
各
欄
が
あ
り
、
そ
の
左
方
に
、
事
件
の
進
行
番
号
順
に
、
各
欄
に
応
じ
た
内
容
を
記
入
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
例
え
ば
、
①
事
件
が
収
録
さ
れ
た
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
の
表
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 
　
ま
た
、
①
事
件
に
関
す
る
「
陪
審
公
判
始
末
簿
」
の
記
載
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　「
進
行
番
号
」
欄
は
一
、「
接
受
ノ
日
」
欄
は
一
月
七
日
、「
記
録
号
」
欄
は
四
年
公
一
、「
主
任
判
事
」
欄
は
二
、「
主
任
検
事
」
欄
は
相
原
、「
被
告
人
ノ
氏
名
」
欄
は
本
籍
島
根
県
那
賀
郡
□
□
村
大
字
□
□
第
□
□
□
□
□
番
地
、
住
居
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
大
字
□
□
□
字
□
□
瓦
製
造
業
、
Ｋ
Ｔ
清
吉
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
□
日
生
、「
件
名
」
欄
は
傷
害
致
死
、「
勾
留
ノ
日
」
欄
は
三
年
十
二
月
十
一
日
、「
保
釈
ノ
日
」
欄
お
よ
び
「
責
付
ノ
日
」
欄
は
空
白
、「
終
局
」
欄
の
「
年
月
」
は
四
年
二
月
十
六
日
（
注
、
判
決
年
月
日
）、「
要
旨
」
は
懲
役
二
年
、「
上
告
」
欄
の
「
申
立
ノ
日
」
は
四
年
二
月
二
十
日
、「
完
結
ノ
日
」
は
四
年
二
月
二
十
八
日
、「
要
旨
」
は
上
告
取
下
、「
検
事
局
ヘ
記
録
送
付
ノ
日
」
欄
は
四
年
三
月
四
日
、「
備
考
」
欄
に
は
勾
留
更
新
、
決
定
（
注
）　「
登
記
済
」
は
朱
書
、
そ
の
他
の
記
載
は
墨
書
で
あ
る
。
昭
和
三
年
至
昭
和
四
年
陪
審
公
判
始
末
簿
登
記
済
ろ
節
　 
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
　
刑
事
第
八
四
号
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
四
五
（
　
　
　
）
四
五
（
二
ノ
九
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
注
）　「
終
局
　
年
月
日
・
要
旨
」
欄
の
「
要
旨
」
の
項
に
は
、
事
件
処
理
の
内
容
、
す
な
わ
ち
自
白
・
辞
退
・
公
訴
棄
却
、
あ
る
い
は
陪
審
の
評
議
に
基
づ
き
判
決
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
（
例
え
ば
、
無
罪
、
懲
役
□
年
な
ど
）
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
三
　
陪
審
説
示
集
・
問
書
集
に
よ
る
事
件
の
紹
介
　『
陪
審
説
示
集
』（
司
法
省
刑
事
局
・
一
九
二
九
年
、
三
四
六
頁
～
三
七
一
頁
）
お
よ
び
「
問
書
集
」（『
法
曹
会
雑
誌
』
第
七
巻
第
一
〇
号
・
一
九
二
九
年
、
四
一
九
頁
～
四
二
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
①
②
事
件
は
、
次
の
よ
う
な
事
件
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
②
事
件
は
「
問
書
集
」
に
は
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
問
書
・
答
申
は
「
防
長
新
聞
」・「
関
門
日
日
新
聞
」
の
報
道
に
よ
っ
た
。
１
　
①
事
件
（
昭
和
四
年
二
月
一
六
日
判
決
・
傷
害
致
死
被
告
事
件
）
　
⑴
　
公
訴
事
実
の
梗
概
　
被
告
人
ハ
、
実
父
Ｋ
Ｔ
力
太
カ
常
ニ
酒
ニ
親
ミ
テ
家
業
タ
ル
瓦
製
造
業
ニ
励
マ
サ
ル
所
ヨ
リ
予
テ
同
人
ト
ハ
不
仲
ノ
間
柄
ナ
リ
シ
処
偶
々
力
太
カ
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
午
後
十
一
時
頃
居
村
ナ
ル
Ｔ
Ｓ
飲
食
店
ヨ
リ
酩
酊
帰
宅
シ
酔
狂
シ
タ
ル
為
被
告
人
ハ
力
太
ト
口
論
シ
立
腹
ノ
余
垂
木
ヲ
以
テ
同
人
ノ
頭
部
ヲ
殴
打
シ
因
テ
頭
蓋
腔
内
ノ
右
後
硬
脳
膜
動
脈
及
左
小
脳
実
質
ノ
破
裂
ニ
因
ル
出
血
ヲ
起
サ
シ
メ
テ
力
太
ヲ
死
ニ
致
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
⑵
　
説
示
案
　
本
件
に
関
し
、
既
に
事
実
の
審
理
、
証
拠
調
並
に
検
事
・
弁
護
人
等
の
犯
罪
の
構
成
要
素
に
関
す
る
事
実
上
及
法
律
上
の
問
題
に
付
て
の
意
見
陳
述
終
り
た
る
に
依
り
、
本
官
は
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
各
位
に
対
し
法
律
上
並
に
事
実
上
の
論
点
及
証
拠
関
係
に
付
、
説
示
を
為
さ
ん
と
す
。
　
検
事
並
に
弁
護
人
は
、
各
本
件
は
如
何
に
判
断
す
へ
き
か
に
関
し
、
各
其
意
見
を
述
へ
た
る
も
、
本
官
は
、
各
位
に
対
し
、
其
判
断
に
関
す
る
意
見
を
述
ふ
る
こ
と
は
、
法
律
の
許
さ
ゝ
る
と
こ
ろ
な
る
に
付
、
之
を
避
く
る
を
以
て
、
各
位
は
既
に
取
調
へ
た
る
被
告
人
の
供
述
、
証
人
の
証
言
及
示
さ
れ
た
る
各
証
拠
と
に
基
き
、
公
平
な
る
意
見
を
以
て
評
議
の
末
、
答
申
せ
さ
る
可
か
ら
す
と
告
け
、
次
て
本
件
公
訴
事
実
と
し
て
、
予
審
決
定
書
記
載
の
事
実
を
告
け
、
諭
告
の
際
注
意
せ
る
如
く
、
陪
審
員
か
本
件
犯
罪
事
実
の
有
無
を
判
断
す
る
に
付
て
は
、
当
公
判
廷
に
於
て
取
調
た
る
証
拠
に
拠
て
の
み
判
断
す
可
き
も
の
に
し
て
、
此
証
拠
以
外
に
公
判
廷
外
に
於
て
見
聞
し
た
る
こ
と
、
其
他
の
事
柄
は
、
判
断
の
資
料
に
加
ふ
可
に
非
ら
さ
る
こ
と
を
告
け
、
　
右
に
関
し
、
被
告
人
は
当
公
判
廷
に
於
て
、
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
、
午
後
十
一
時
頃
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
な
る
自
宅
に
於
て
、
酩
酊
せ
る
父
力
太
と
口
論
し
て
、
之
と
手
に
て
殴
合
ひ
た
る
こ
と
、
並
に
同
夜
力
太
は
外
出
し
、
自
宅
よ
り
約
三
丁
許
り
を
距
り
た
る
Ｓ
Ｈ
太
郎
宅
前
に
到
り
倒
れ
居
り
、
頭
部
其
他
に
創
傷
を
蒙
り
死
亡
し
た
る
こ
と
は
相
違
な
き
旨
供
述
し
、
　
而
し
て
、
垂
木
を
以
て
傷
害
し
た
る
こ
と
な
く
、
力
太
の
死
亡
は
傷
害
に
因
る
や
否
は
不
明
に
し
て
、
被
告
の
所
為
に
基
く
も
の
に
非
す
と
弁
解
せ
り
。
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即
ち
、
被
告
は
、
本
件
の
公
訴
事
実
に
関
し
傷
害
並
に
致
死
の
点
を
認
め
さ
る
も
の
に
し
て
、
公
訴
事
実
全
部
を
否
認
す
る
も
の
な
り
。
　
本
件
を
判
断
す
る
証
拠
関
係
を
、
説
明
す
る
に
先
ち
、
　
本
件
に
関
す
る
我
刑
法
の
規
定
を
説
明
せ
ん
に
、
我
刑
法
は
不
法
に
他
人
の
身
体
を
傷
害
す
る
を
傷
害
罪
と
し
、
傷
害
に
因
て
人
を
死
に
致
し
た
る
を
傷
害
致
死
罪
と
す
。
　
本
件
公
訴
事
実
は
、
尊
属
親
に
対
す
る
傷
害
致
死
罪
に
該
当
す
。
力
太
か
被
告
の
直
系
尊
属
た
る
父
に
該
る
こ
と
は
、
何
ら
争
な
き
事
実
に
し
て
、
傷
害
し
た
り
や
否
、
傷
害
と
死
か
原
因
結
果
の
関
係
あ
り
や
否
の
二
点
に
最
も
注
意
す
る
を
要
す
。
而
し
て
、
傷
害
と
死
と
原
因
結
果
の
関
係
あ
り
や
否
に
付
て
は
、
傷
害
の
為
め
死
の
結
果
を
即
時
に
生
す
る
を
要
せ
す
。
又
、
唯
一
の
原
因
た
る
を
要
せ
す
。
傷
害
後
多
少
の
時
間
を
経
過
す
る
も
、
或
は
他
に
之
を
助
勢
す
る
他
の
原
因
加
は
る
も
、
苟
も
傷
害
か
死
の
一
原
因
た
る
に
於
て
は
、
本
罪
を
構
成
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
特
に
注
意
す
可
し
と
説
明
し
、
　
本
件
公
訴
事
実
に
関
す
る
証
拠
と
し
て
は
、
　
前
刻
読
聞
け
た
る
被
告
人
に
対
す
る
第
一
回
予
審
調
書
中
の
被
告
は
、
父
と
争
論
し
、
垂
木
に
て
三
、
四
回
、
両
手
に
て
父
の
頭
部
を
殴
り
し
か
、
父
か
出
て
行
き
し
後
、
座
敷
に
血
か
落
ち
居
り
し
に
驚
き
し
旨
、
父
は
Ｓ
Ｈ
太
郎
宅
前
に
倒
れ
居
り
、
右
耳
よ
り
顔
に
掛
け
血
か
流
れ
居
り
、
自
分
か
垂
木
に
て
殴
り
し
為
め
傷
付
き
し
と
思
ひ
し
旨
、
被
告
人
の
第
三
回
予
審
調
書
中
の
親
父
か
酒
に
酔
ひ
居
る
処
を
私
か
殴
り
し
為
、
死
せ
し
と
思
ふ
旨
の
被
告
人
の
各
供
述
記
載
、
　
本
件
公
判
準
備
書
中
、
被
告
の
供
述
と
し
て
、
父
と
争
論
の
末
、
垂
木
を
以
て
父
の
頭
部
を
殴
り
、
創
傷
出
血
せ
る
こ
と
は
相
違
な
く
、
妻
か
止
め
た
る
も
三
、
四
回
殴
り
し
や
も
知
れ
す
と
の
記
載
、
　
Ｋ
Ｔ
フ
ミ
エ
に
対
す
る
予
審
訊
問
調
書
中
、
被
告
人
は
父
力
太
と
は
、
十
二
月
九
日
の
夜
、
自
宅
に
て
争
論
の
末
、
殴
合
を
為
し
、
自
分
か
止
め
し
も
、
両
人
は
庭
に
下
り
揉
み
合
ひ
を
為
し
、
父
は
外
に
出
て
行
き
、
後
に
血
か
落
ち
居
り
し
を
見
、
父
か
傷
付
き
し
を
知
り
た
る
か
、
亭
主
は
ア
ー
迄
遣
る
ま
い
と
思
っ
た
か
、
胸
か
持
て
ん
か
ら
遣
っ
た
と
申
し
居
り
し
旨
、
並
に
後
に
垂
木
に
血
か
付
き
居
り
し
を
見
、
亭
主
か
該
垂
木
に
て
、
父
を
殴
り
し
と
知
り
し
旨
の
供
述
記
載
、
　
鑑
定
書
中
、
Ｋ
Ｔ
力
太
の
屍
体
に
は
、
第
一
乃
至
第
八
の
創
傷
あ
り
、
　
第
一
創
傷
は
、
右
顱
頂
部
の
中
央
に
前
後
に
長
さ
五
糎
哆
開
横
径
〇
・
五
糎
の
断
裂
挫
創
あ
り
、
創
縁
粗
慥
に
し
て
、
深
さ
二
・
五
糎
骨
膜
に
達
す
旨
、
　
第
六
創
、
左
耳
殻
の
中
央
部
に
丁
字
形
の
耳
輪
骨
貫
通
創
あ
り
、
創
縁
鋭
利
な
ら
す
、
深
さ
骨
膜
に
達
す
る
創
傷
あ
る
旨
、
　
第
七
創
、
右
肩
胛
部
に
長
さ
二
糎
、
上
下
に
幅
一
・
五
糎
の
打
撲
に
よ
る
皮
下
溢
血
あ
る
旨
、
　
第
八
創
、
右
胸
部
の
中
央
に
上
下
（
長
さ
）
二
・
五
糎
、
左
右
（
幅
）
一
・
五
糎
の
打
撲
に
よ
る
皮
下
溢
血
あ
る
旨
、
　
其
他
前
頸
部
の
咽
頭
下
部
と
胸
骨
把
柄
部
の
上
縁
に
半
月
形
の
爪
痕
あ
る
旨
、
の
各
記
載
、
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
四
七
（
　
　
　
）
四
七
　
当
公
廷
に
於
け
る
、
証
人
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
の
Ｋ
Ｔ
力
太
の
屍
体
中
の
鑑
定
書
第
一
創
傷
並
に
第
六
、
七
、
八
の
創
傷
は
、
孰
れ
も
鈍
体
の
襲
撃
に
因
る
も
の
に
し
て
、
自
傷
と
は
認
め
得
さ
り
し
旨
、
第
二
、
三
、
四
創
は
、
倒
れ
た
る
為
、
自
ら
負
傷
せ
し
も
の
と
認
む
る
旨
の
各
供
述
、
等
な
り
と
す
。
　
以
上
の
各
証
拠
か
、
被
告
人
か
垂
木
を
以
て
、
父
力
太
を
殴
打
し
、
其
頭
部
、
右
肩
胛
部
、
右
胸
部
等
に
打
撲
創
傷
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
や
、
否
や
を
判
断
す
可
き
も
の
に
属
す
る
も
の
な
り
。
　
被
告
人
は
、
父
力
太
の
身
体
を
傷
害
し
た
る
こ
と
な
く
、
父
力
太
は
自
ら
躓
き
て
土
間
に
倒
れ
、
瓦
等
に
当
り
て
負
傷
せ
る
も
の
な
ら
ん
と
弁
解
せ
る
を
以
て
、
果
し
て
然
る
や
否
や
は
、
只
今
説
明
せ
る
鑑
定
書
の
創
傷
状
態
並
に
証
人
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
の
証
言
の
創
傷
の
性
質
等
と
参
酌
し
て
慎
重
に
考
慮
判
断
せ
さ
る
可
か
ら
す
。
　
更
に
、
進
ん
て
力
太
の
死
亡
は
、
右
蒙
り
た
る
創
傷
に
基
因
す
る
や
否
や
、
換
言
す
れ
は
死
因
は
創
傷
に
因
る
も
の
な
り
や
、
即
ち
創
傷
と
死
因
と
原
因
結
果
の
関
係
あ
る
や
否
や
の
点
は
、
本
件
を
判
断
す
る
重
要
の
事
項
に
属
す
る
を
以
て
、
最
も
慎
重
に
証
拠
関
係
を
参
酌
し
て
考
慮
せ
さ
る
可
か
ら
す
。
之
に
関
す
る
証
拠
は
、
　
前
説
明
せ
る
如
く
、
鑑
定
書
中
の
第
一
創
傷
の
性
質
及
脳
部
に
生
し
た
る
損
傷
、
即
ち
右
第
一
創
傷
の
為
、
硬
脳
動
脉
の
出
血
と
小
脳
実
質
を
破
裂
せ
し
め
、
遂
に
死
に
至
り
た
る
も
の
な
る
旨
の
記
載
、
　
被
告
人
の
第
三
回
予
審
調
書
中
、
親
父
か
酒
に
酔
ひ
居
る
処
を
、
私
か
殴
り
し
為
、
死
せ
し
と
思
ふ
旨
の
被
告
人
の
供
述
記
載
、
証
人
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
は
、
当
公
廷
に
於
て
、
右
第
一
創
傷
か
死
の
主
因
に
し
て
、
他
に
病
的
等
の
死
因
と
認
む
可
き
も
の
な
か
り
し
旨
の
供
述
を
為
す
と
こ
ろ
な
り
。
右
の
各
証
拠
並
に
被
告
の
父
力
太
か
被
告
と
争
論
し
、
外
出
し
三
丁
許
り
距
り
し
Ｓ
Ｈ
太
郎
宅
前
に
至
り
倒
れ
居
り
、
後
遂
に
死
亡
せ
る
事
実
を
参
酌
考
量
し
、
創
傷
と
死
と
原
因
結
果
の
関
係
あ
る
や
否
や
を
適
当
に
解
釈
判
断
す
可
き
も
の
と
す
。
爰
に
注
意
す
へ
き
は
、
鑑
定
書
に
は
本
屍
は
、
頭
蓋
腔
内
の
血
管
破
裂
と
貴
要
な
る
小
脳
の
破
裂
、
瀦
溜
せ
る
血
液
の
量
多
き
に
あ
り
、
数
分
を
出
て
す
し
て
致
命
せ
し
も
の
と
記
載
あ
る
も
、
証
人
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
の
証
言
に
依
れ
は
、
右
出
血
瀦
溜
ま
て
は
、
五
分
乃
至
十
分
を
要
し
、
其
後
数
分
時
に
於
て
死
亡
す
る
意
義
に
し
て
、
右
は
普
通
の
場
合
な
る
も
、
力
太
の
屍
体
を
見
る
に
身
量
十
八
貫
余
あ
り
、
稀
に
見
る
強
壮
体
な
り
し
故
、
受
傷
後
三
十
分
間
位
は
生
存
し
居
り
し
や
も
知
れ
す
と
供
述
し
居
れ
り
、
　
依
て
、
右
の
諸
点
を
参
酌
し
て
、
原
因
結
果
の
関
係
の
有
無
を
判
断
す
可
き
も
の
と
す
。
　
若
し
創
傷
と
死
と
原
因
結
果
の
関
係
な
し
と
せ
は
、
死
因
は
何
に
因
て
来
り
た
る
か
に
付
、
慎
重
に
考
慮
す
る
の
要
あ
り
。
証
人
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
は
、
他
に
病
的
等
の
死
因
と
認
む
へ
き
も
の
な
か
り
し
旨
供
述
し
、
並
に
力
太
か
平
素
強
壮
体
な
り
し
こ
と
は
、
被
告
人
の
供
述
す
る
と
こ
ろ
な
る
を
以
て
、
此
等
の
点
に
は
深
く
注
意
せ
さ
る
可
か
ら
す
。
　
要
は
、
以
上
説
示
し
た
る
Ｔ
Ｄ
來
太
郎
の
証
言
並
に
鑑
定
書
、
被
告
人
に
対
す
る
予
審
調
書
の
記
載
等
の
証
拠
関
係
を
総
括
し
て
、
創
傷
と
死
と
原
因
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
四
八
（
　
　
　
）
四
八
結
果
の
関
係
あ
り
や
否
や
を
判
断
す
る
を
必
要
と
す
。
　
陪
審
員
各
位
は
、
愛
憎
等
の
感
情
に
捉
は
る
ゝ
か
如
き
こ
と
な
く
、
冷
静
公
平
に
判
断
す
へ
き
も
の
な
り
、
と
説
示
し
、
　
主
問
・
補
問
と
し
て
、
問
書
記
載
事
実
を
示
し
、
問
書
を
陪
審
に
交
付
し
、
且
問
書
謄
本
の
交
付
を
請
求
し
得
る
旨
を
告
け
、
　
次
て
、
陪
審
長
互
選
及
評
議
答
申
方
法
に
付
注
意
を
与
へ
、
評
議
室
に
退
き
、
慎
重
審
議
し
、
公
平
に
評
議
し
、
答
申
す
へ
き
旨
を
命
し
た
り
。
　
⑶
　
問
書
・
答
申
　
　
主
　
問
被
告
人
ハ
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
ナ
ル
自
宅
ニ
於
テ
酩
酊
セ
ル
実
父
Ｋ
Ｔ
力
太
ト
口
論
ノ
末
垂
木
（
証
第
一
号
）
ヲ
以
テ
力
太
ノ
頭
部
其
ノ
他
ヲ
殴
打
シ
其
ノ
右
硬
脳
動
脈
及
小
脳
実
質
ノ
破
裂
ニ
因
ル
頭
蓋
腔
内
ノ
出
血
ヲ
起
サ
シ
メ
死
ニ
致
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
　
　
補
　
問
被
告
人
ハ
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
ナ
ル
自
宅
ニ
於
テ
酩
酊
セ
ル
実
父
Ｋ
Ｔ
力
太
ト
口
論
ノ
末
垂
木
（
証
第
一
号
）
ヲ
以
テ
力
太
ノ
頭
部
其
ノ
他
ヲ
殴
打
シ
其
頭
部
其
他
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
　
　
答
　
申
　
主
問
、
然
ラ
ス
　
補
問
、
然
リ
２
　
②
事
件
（
昭
和
四
年
七
月
八
日
判
決
・
放
火
及
放
火
未
遂
被
告
事
件
）
　
⑴
　
公
訴
事
実
の
概
要
被
告
人
は
第
一
、
被
告
人
の
伯
父
な
る
居
村
Ｍ
Ｔ
又
一
の
住
宅
か
、
昭
和
三
年
三
月
三
十
日
火
災
に
罹
り
て
全
焼
し
、
右
火
災
は
又
一
の
妻
イ
チ
自
ら
か
放
火
せ
し
も
の
ゝ
如
き
噂
立
ち
、
同
人
は
同
年
六
月
頃
、
警
察
署
の
取
調
を
受
く
る
に
至
り
し
処
、
右
噂
は
居
村
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
及
Ｍ
Ｓ
義
作
の
母
ヤ
ナ
等
の
放
言
に
因
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
イ
チ
に
於
て
聞
知
し
、
同
人
か
大
に
怒
り
て
其
実
否
を
糺
す
へ
く
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
同
人
及
Ｍ
Ｓ
義
作
の
母
ヤ
ナ
等
と
激
論
し
居
る
を
、
被
告
人
は
密
に
目
撃
し
、
其
論
争
の
状
況
よ
り
、
寧
ろ
Ｍ
Ｔ
イ
チ
主
張
の
如
く
、
フ
サ
ノ
等
に
於
て
斯
る
噂
を
立
て
た
る
も
の
ゝ
如
く
思
惟
せ
ら
れ
た
る
よ
り
、
被
告
人
は
同
人
等
の
所
業
を
悪
み
、
爰
に
其
住
宅
に
放
火
し
て
、
フ
サ
ノ
等
を
懲
し
む
る
所
あ
ら
ん
と
決
意
し
、
　
形
　
昭
和
三
年
八
月
十
一
日
午
後
九
時
前
頃
、
Ｍ
Ｓ
義
作
の
居
宅
に
赴
き
、
長
さ
三
寸
周
囲
三
寸
位
の
藁
束
に
、
線
香
二
本
及
燐
寸
約
十
本
と
竹
箸
と
を
挿
し
、
更
に
其
の
周
囲
を
タ
オ
ル
の
切
に
て
巻
き
（
証
第
一
、
二
号
）、
該
線
香
に
点
火
し
て
之
を
義
作
方
の
西
北
屋
根
裏
に
差
込
み
放
火
し
た
る
処
、
通
行
の
Ｎ
Ｏ
米
松
に
発
見
せ
ら
れ
消
火
す
る
所
と
な
り
し
為
め
、
屋
根
裏
の
一
部
分
を
焼
燬
し
た
る
に
止
ま
り
全
焼
に
至
ら
す
、
　
穴
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
午
後
八
時
頃
、
ハ
ン
カ
チ
を
裂
ひ
て
長
さ
四
、
五
寸
位
の
縄
と
為
し
、
之
に
燐
寸
十
四
本
位
と
婦
人
の
結
髪
用
の
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
四
九
（
　
　
　
）
四
九
セ
ル
ロ
イ
ド
製
ピ
ン
十
五
、
六
本
と
を
黒
糸
に
て
括
付
け
（
証
第
三
号
）、
之
を
携
へ
て
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
所
持
の
燐
寸
に
て
右
縄
に
点
火
し
竹
竿
に
挟
ん
て
、
之
を
フ
サ
ノ
方
の
西
横
側
の
屋
根
裏
に
差
込
み
放
火
せ
ん
と
し
た
る
所
を
、
フ
サ
ノ
に
発
見
せ
ら
れ
た
る
為
め
目
的
を
遂
け
す
し
て
逃
走
し
、
第
二
、
被
告
人
方
は
素
一
家
を
支
ふ
る
に
足
る
へ
き
先
祖
伝
来
の
資
産
を
有
し
た
る
処
、
居
村
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
よ
り
養
子
に
来
り
し
被
告
人
の
祖
父
亡
喜
平
か
、
生
前
に
飲
酒
し
財
産
を
蕩
尽
し
た
る
為
め
、
現
在
の
如
く
他
人
の
田
地
を
小
作
す
へ
き
境
遇
に
激
変
し
た
る
事
実
を
、
被
告
人
の
幼
少
の
頃
よ
り
、
前
年
死
亡
せ
る
祖
母
に
教
へ
ら
れ
訓
戒
激
励
せ
ら
れ
た
る
こ
と
屢
々
に
し
て
、
其
都
度
被
告
人
は
、
祖
父
の
生
家
な
る
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
を
呪
咀
し
居
り
し
か
、
昭
和
四
年
一
月
の
雪
中
、
地
主
に
納
む
へ
き
小
作
米
を
実
父
幸
四
郎
と
運
搬
す
る
に
際
し
、
偶
々
祖
母
よ
り
教
へ
ら
れ
た
る
こ
と
を
追
憶
し
て
、
家
運
の
衰
へ
た
る
を
悲
み
、
爰
に
益
々
Ｍ
Ｓ
國
雄
の
家
を
呪
ふ
に
至
り
、
遂
に
同
家
に
放
火
し
て
恨
を
霽
さ
ん
こ
と
を
決
意
し
、
同
月
十
四
日
午
後
八
時
半
頃
、
襤
褸
を
長
さ
五
寸
位
の
縄
と
為
し
、
其
一
端
に
燐
寸
軸
木
約
十
本
を
括
付
け
、
其
周
囲
を
新
聞
紙
に
て
巻
き
（
証
第
十
八
号
、
第
十
九
号
）、
右
縄
の
先
端
に
火
を
点
し
、
之
を
携
へ
て
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
に
赴
き
、
同
家
西
隅
の
屋
根
裏
に
差
込
み
放
火
し
た
る
処
、
隣
家
の
Ｍ
Ｓ
浦
太
郎
の
発
見
す
る
所
と
為
り
、
消
火
し
た
る
為
め
、
屋
根
裏
を
周
囲
約
一
尺
位
焼
燬
し
た
る
に
止
ま
り
、
全
焼
に
至
ら
さ
り
し
も
の
な
り
。
　
⑵
　
説
示
案
　
公
訴
事
実
と
し
て
、
予
審
終
結
決
定
書
記
載
の
事
実
を
告
け
、
公
訴
事
実
第
一
に
付
、
　
被
告
人
は
、
厚
狭
郡
□
□
村
大
字
□
□
字
□
□
□
叔
父
Ｍ
Ｔ
又
一
住
家
か
、
昭
和
三
年
三
月
三
十
日
全
焼
し
、
右
火
災
は
又
一
の
妻
イ
チ
自
ら
放
火
せ
し
噂
立
ち
、
同
年
六
月
警
察
署
の
取
調
を
受
く
る
に
至
り
た
る
こ
と
、
　
Ｍ
Ｓ
義
作
方
火
災
は
、
通
行
人
Ｎ
Ｏ
米
松
に
発
見
せ
ら
れ
、
木
造
藁
葺
の
住
家
屋
根
裏
の
一
部
を
焼
燬
し
た
る
の
み
に
て
、
消
止
め
ら
れ
た
る
こ
と
、
第
二
事
実
に
付
、
　
昭
和
四
年
一
月
降
雪
中
に
、
地
主
Ｍ
Ｓ
壽
介
に
納
む
へ
き
小
作
米
を
、
実
父
幸
四
郎
と
共
に
運
搬
し
た
る
こ
と
、
　
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
に
放
火
し
た
る
者
あ
り
た
る
か
、
隣
人
Ｍ
Ｓ
浦
太
郎
に
発
見
せ
ら
れ
、
木
造
藁
葺
住
家
屋
根
裏
周
囲
一
尺
位
を
焼
燬
し
た
る
の
み
に
て
、
消
止
め
ら
れ
た
る
事
実
あ
る
こ
と
、
は
各
被
告
人
に
於
て
認
め
て
、
争
は
さ
る
所
な
り
と
告
げ
、
而
し
て
、
第
一
事
実
中
、
形
　
事
実
㈠
　
Ｍ
Ｔ
イ
チ
か
、
自
分
の
家
に
自
ら
放
火
し
た
と
云
ふ
噂
は
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
及
Ｍ
Ｓ
義
作
の
母
ヤ
ナ
等
の
放
言
に
因
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
イ
チ
に
於
て
聞
知
し
、
大
に
怒
り
て
其
実
否
を
糺
す
へ
く
、
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
同
人
及
右
ヤ
ナ
と
激
論
し
た
る
こ
と
、
㈡
　
被
告
人
は
、
右
激
論
を
密
に
立
聞
き
し
、
其
論
争
の
状
況
よ
り
イ
チ
主
＜資
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張
の
如
く
、
フ
サ
ノ
等
に
於
て
、
イ
チ
自
ら
自
家
に
放
火
し
た
り
と
の
噂
を
立
て
た
る
も
の
ゝ
如
く
思
惟
し
、
同
人
等
の
所
行
を
悪
み
、
フ
サ
ノ
方
及
義
作
方
住
家
に
放
火
し
て
、
同
人
等
を
懲
し
め
ん
と
決
意
し
た
る
こ
と
、
㈢
　
被
告
人
は
、
昭
和
三
年
八
月
十
一
日
午
後
九
時
前
頃
、
Ｍ
Ｓ
義
作
の
居
宅
に
赴
き
、
長
さ
三
寸
周
囲
三
寸
位
の
藁
束
に
、
線
香
二
本
及
燐
寸
軸
木
約
十
本
と
竹
箸
と
を
挿
し
、
更
に
其
周
囲
を
タ
オ
ル
布
片
に
て
巻
き
、
該
線
香
に
点
火
し
て
、
之
を
義
作
方
木
造
藁
葺
住
家
西
北
屋
根
裏
に
差
込
み
放
火
し
た
る
こ
と
、
穴
　
事
実
㈣
　
被
告
人
は
、
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
午
後
八
時
頃
、
ハ
ン
カ
チ
を
裂
き
て
長
さ
四
、
五
寸
位
の
縄
と
為
し
、
之
に
燐
寸
軸
木
十
四
、
五
本
位
と
婦
人
結
髪
用
セ
ル
ロ
イ
ド
製
ピ
ン
十
五
、
六
本
と
を
黒
糸
に
て
括
付
け
、
之
を
携
へ
て
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
所
持
の
燐
寸
に
て
右
縄
に
添
火
し
竹
竿
に
挟
ん
て
、
之
を
フ
サ
ノ
方
木
造
藁
葺
四
方
垂
尾
瓦
葺
住
家
西
横
側
の
藁
葺
屋
根
に
差
込
ま
ん
と
し
た
る
所
を
、
フ
サ
ノ
に
発
見
、
誰
何
せ
ら
れ
た
る
為
、
目
的
を
遂
け
す
し
て
逃
走
し
た
こ
と
、
第
二
事
実
中
、
㈤
　
被
告
人
方
は
、
素
一
家
を
支
ふ
る
に
足
る
へ
き
祖
先
伝
来
の
資
産
を
有
し
居
た
る
か
、
居
村
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
よ
り
養
子
に
来
り
た
る
祖
父
亡
喜
平
か
、
生
前
飲
酒
し
財
産
を
蕩
尽
し
た
る
為
、
他
人
の
田
地
を
小
作
す
へ
き
境
遇
に
激
変
し
た
る
事
実
を
、
被
告
人
幼
少
の
頃
よ
り
、
前
年
死
亡
せ
る
祖
母
に
教
へ
ら
れ
訓
戒
激
励
せ
ら
れ
た
る
こ
と
屢
に
し
て
、
其
都
度
祖
父
の
生
家
な
る
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
を
呪
咀
し
居
り
た
る
こ
と
、
㈥
　
小
作
米
運
搬
に
際
し
、
偶
々
祖
母
よ
り
教
へ
ら
れ
た
る
こ
と
を
追
憶
し
て
、
家
運
の
衰
へ
た
る
を
悲
し
み
、
爰
に
益
々
Ｍ
Ｓ
國
雄
の
家
を
咀
ふ
に
至
り
、
遂
に
同
家
に
放
火
し
て
恨
み
を
霽
さ
ん
と
決
意
し
た
る
こ
と
、
㈦
　
昭
和
四
年
一
月
一
四
日
午
後
八
時
半
頃
、
襤
褸
を
長
さ
約
五
寸
の
縄
と
為
し
、
其
一
端
に
燐
寸
軸
木
約
十
本
を
括
付
け
、
其
周
囲
を
新
聞
紙
に
て
巻
き
、
右
縄
の
一
端
に
火
を
点
し
、
之
を
携
へ
て
居
村
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
に
赴
き
、
木
造
藁
葺
住
家
西
隅
の
屋
根
裏
に
差
込
み
、
放
火
し
た
る
こ
と
、
は
、
各
被
告
人
に
於
て
之
を
認
め
す
、
争
ふ
所
な
り
と
告
げ
、
　
右
公
訴
事
実
に
関
す
る
法
律
用
語
の
意
義
　
意
思
継
続
と
は
、
同
一
罪
名
に
触
る
ゝ
数
個
の
犯
罪
か
単
一
の
決
意
に
依
り
て
行
は
る
ゝ
意
思
の
態
容
を
謂
ひ
、
同
一
罪
名
に
触
る
ゝ
と
は
、
本
件
公
訴
事
実
を
藉
り
て
例
示
せ
は
、
第
一
の
形
Ｍ
Ｓ
義
作
方
の
放
火
、
穴
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
放
火
未
遂
の
如
く
、
孰
れ
も
放
火
罪
な
る
如
き
場
合
を
謂
ふ
も
の
に
し
て
、
数
個
の
犯
罪
か
単
一
の
意
思
に
依
り
て
行
は
る
ゝ
と
は
、
右
説
明
の
如
く
数
個
の
同
一
罪
名
に
触
る
ゝ
犯
罪
あ
り
て
、
其
数
個
の
犯
罪
を
犯
人
決
意
の
方
面
よ
り
観
察
し
て
、
互
に
共
通
し
た
る
連
絡
の
あ
る
意
思
の
態
容
を
指
称
す
る
も
の
な
り
。
之
を
本
件
公
訴
事
実
を
藉
り
て
説
明
せ
は
、
第
一
の
形
Ｍ
Ｓ
義
作
方
放
火
と
穴
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
放
火
未
遂
と
は
、
フ
サ
ノ
と
義
作
の
母
ヤ
ナ
と
か
、
被
告
人
の
叔
父
Ｍ
Ｔ
又
一
の
妻
イ
チ
は
、
自
ら
自
家
に
放
火
し
た
り
と
云
ふ
噂
を
立
て
た
る
も
の
と
思
惟
し
、
同
人
等
の
所
行
を
悪
み
、
其
住
家
に
放
火
し
て
同
人
等
を
懲
し
む
る
所
あ
ら
ん
と
決
意
し
た
り
、
と
云
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
五
一
（
　
　
　
）
五
一
ふ
に
在
り
て
、
此
二
個
の
放
火
と
放
火
未
遂
と
は
、
之
を
為
す
の
決
心
か
共
通
し
て
連
絡
あ
り
と
理
解
さ
る
ゝ
場
合
を
云
ふ
な
り
。
又
第
二
の
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
放
火
は
、
別
個
の
原
因
よ
り
敢
行
せ
ら
れ
た
り
と
謂
ふ
に
在
り
て
、
第
一
の
形
穴
の
事
実
と
は
、
連
絡
関
係
な
き
も
の
な
り
。
要
之
意
思
継
続
、
即
ち
連
続
犯
と
は
数
個
の
放
火
の
決
意
か
共
通
し
て
連
絡
あ
る
こ
と
を
、
単
一
な
る
犯
意
又
は
意
思
継
続
と
指
称
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
、
本
件
第
一
の
形
穴
の
公
訴
事
実
は
、
右
説
明
す
る
連
絡
犯
な
り
と
謂
ふ
趣
旨
を
包
含
し
居
る
も
の
な
り
。
　
進
ん
て
、
住
家
焼
燬
と
は
、
其
儘
に
放
任
せ
は
火
か
自
然
の
勢
に
て
住
家
を
燃
焼
す
る
程
度
に
達
し
た
る
こ
と
、
即
ち
火
を
放
つ
に
用
す
る
材
料
よ
り
、
火
か
住
家
に
燃
へ
移
り
て
、
打
捨
て
置
か
は
、
自
然
の
勢
い
に
て
住
家
か
燃
焼
す
る
程
度
に
達
し
た
る
を
謂
ふ
も
の
に
し
て
、
住
家
か
住
家
と
し
て
用
を
為
さ
ゝ
る
程
度
に
焼
け
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
意
味
に
は
あ
ら
す
。
又
、
住
家
か
焼
け
て
原
形
を
存
せ
さ
る
程
度
に
達
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
に
非
す
と
説
明
し
、
　
尚
、
弁
護
人
は
、
放
火
犯
の
予
備
な
る
も
の
な
く
、
従
て
第
一
の
穴
の
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
の
放
火
は
、
公
判
廷
に
顕
は
れ
た
る
証
拠
に
依
れ
は
、
仮
に
フ
サ
ノ
方
放
火
は
被
告
人
の
所
為
な
り
と
す
る
も
、
被
告
人
は
放
火
に
用
ゆ
る
材
料
を
携
へ
て
フ
サ
ノ
方
住
家
西
側
に
到
り
、
燐
寸
に
て
其
材
料
に
点
火
し
た
る
際
、
フ
サ
ノ
に
発
見
せ
ら
れ
て
逃
走
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
認
め
得
へ
き
の
み
に
し
て
、
放
火
材
料
に
点
火
し
た
る
以
上
の
行
為
に
達
し
た
る
も
の
に
非
さ
る
を
以
て
、
予
備
行
為
な
り
、
放
火
の
予
備
行
為
を
罰
す
へ
き
規
定
な
し
と
論
す
れ
と
も
、
放
火
の
予
備
を
罰
す
る
こ
と
は
、
刑
法
第
百
十
三
条
に
規
定
す
る
所
に
し
て
、
弁
護
人
の
此
点
に
関
す
る
議
論
は
誤
謬
な
り
。
併
し
、
本
件
に
於
て
は
、
各
位
は
放
火
未
遂
か
、
放
火
予
備
か
と
云
ふ
法
律
上
の
論
議
を
為
す
を
要
せ
す
し
て
、
後
に
提
出
せ
ら
る
ゝ
事
実
問
題
の
存
否
を
決
す
れ
は
足
る
故
に
、
斯
く
の
如
き
岐
路
に
迷
ひ
入
る
こ
と
は
、
全
く
無
用
の
事
柄
な
り
。
　
次
に
、
検
事
並
に
弁
護
人
は
、
各
立
場
を
異
に
せ
る
関
係
上
、
其
見
解
を
異
に
せ
る
は
止
む
を
得
さ
る
所
に
し
て
、
熱
心
の
余
り
か
、
互
に
被
告
人
の
性
行
に
迄
論
及
せ
ら
れ
た
る
も
、
各
位
は
被
告
人
の
性
行
を
以
て
、
公
訴
事
実
有
無
の
判
断
の
資
料
と
為
す
は
不
可
な
り
。
又
、
検
事
並
に
弁
護
人
は
、
各
位
に
対
し
て
常
識
に
依
り
て
判
断
す
へ
き
の
も
な
る
こ
と
を
、
力
説
せ
ら
れ
た
り
。
若
其
意
味
に
し
て
法
廷
に
於
て
取
調
へ
た
る
証
拠
を
度
外
視
し
て
、
各
位
の
常
識
に
依
り
て
、
本
件
公
訴
事
実
の
有
無
を
判
断
せ
よ
と
云
ふ
趣
旨
な
り
と
せ
は
、
大
な
る
誤
な
る
も
、
若
し
右
様
の
意
味
に
あ
ら
す
し
て
、
公
判
廷
に
顕
は
れ
た
る
証
拠
を
、
各
位
の
常
識
に
依
り
て
、
取
捨
を
判
断
せ
よ
と
云
ふ
意
味
な
り
せ
は
、
正
当
の
注
意
な
る
を
以
て
、
陪
審
員
各
位
は
此
点
に
誤
解
な
き
こ
と
を
、
特
に
希
望
す
。
　
陪
審
員
各
位
本
件
の
取
調
を
始
む
る
に
先
ち
諭
告
し
た
る
如
く
、
此
事
件
に
付
、
三
日
間
に
亘
り
て
公
判
廷
に
於
て
、
各
位
の
面
前
に
て
親
し
く
取
調
へ
た
る
被
告
人
の
申
立
、
証
人
の
申
立
、
読
聞
け
た
る
証
拠
書
類
、
示
し
た
る
証
拠
物
件
以
外
に
、
各
位
か
新
聞
記
事
又
は
世
間
の
風
説
噂
話
、
又
は
其
他
に
依
り
て
知
り
得
た
る
事
柄
は
、
一
切
各
位
の
念
頭
よ
り
取
去
り
、
各
位
＜資
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五
二
は
全
然
素
地
と
為
り
て
、
当
公
判
廷
に
於
て
各
位
の
面
前
に
て
取
調
へ
ら
れ
た
る
被
告
人
の
陳
述
、
証
人
の
証
言
、
読
聞
け
ら
れ
た
る
証
拠
書
類
、
示
し
て
弁
解
を
求
め
た
る
証
拠
物
件
の
み
に
付
、
公
訴
事
実
の
有
無
を
判
断
せ
さ
る
可
か
ら
す
。
　
被
告
人
は
、
各
位
の
聞
か
れ
た
る
如
く
、
公
訴
事
実
の
大
部
分
を
否
認
し
居
れ
り
。
併
し
、
公
判
第
一
日
に
読
聞
け
た
る
被
告
人
の
第
一
回
乃
至
第
三
回
の
予
審
調
書
に
依
れ
は
、
本
件
公
訴
事
実
を
大
体
に
於
て
認
め
居
れ
り
。
右
予
審
の
自
白
は
其
実
な
り
や
否
や
か
、
本
件
に
関
す
る
主
要
の
争
点
な
り
と
す
。
此
問
題
を
決
す
る
に
は
、
各
公
訴
事
実
に
関
連
せ
る
係
争
事
実
と
其
証
拠
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
決
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
り
。
　
先
つ
、
第
一
の
穴
、
第
一
の
形
、
第
二
と
云
ふ
順
序
に
従
ひ
説
明
せ
ん
と
す
。
証
拠
関
係
第
一
の
穴
関
係
事
実
に
付
て
は
、
　
犯
人
は
、
二
十
歳
以
上
三
十
歳
以
下
の
黒
色
の
和
服
又
は
洋
服
を
着
し
、
足
か
ら
上
白
く
見
へ
、
ズ
ボ
ン
下
を
穿
き
居
た
り
と
思
は
れ
た
る
や
、
将
又
白
ズ
ボ
ン
下
を
穿
き
居
た
る
松
橋
勇
位
の
小
男
な
り
し
や
を
決
す
る
の
要
あ
り
。
此
点
に
付
て
は
、
　
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
の
予
審
に
於
け
る
犯
人
の
服
装
は
、
和
服
か
洋
服
か
判
ら
ぬ
か
、
黒
い
色
の
物
を
着
て
、
足
か
ら
上
一
尺
位
白
く
見
へ
た
か
ら
、
白
ズ
ボ
ン
を
穿
い
て
居
た
か
と
思
ひ
ま
す
か
、
夜
目
の
事
故
判
然
と
し
た
こ
と
は
、
判
り
ま
せ
ぬ
と
供
述
し
、
及
被
告
人
の
足
を
実
験
せ
ら
れ
た
る
結
果
と
に
徴
し
、
尚
被
告
人
か
三
月
以
上
未
決
勾
留
に
処
せ
ら
れ
る
点
も
考
量
し
、
又
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
は
当
廷
に
於
て
、
私
方
に
火
を
放
け
ん
と
し
た
犯
人
は
、
白
ズ
ボ
ン
を
穿
い
て
居
ま
し
た
か
、
被
告
人
よ
り
は
背
か
低
く
見
へ
、
松
橋
勇
位
の
小
男
に
見
へ
た
る
旨
供
述
し
、
証
人
Ｋ
Ｍ
幸
八
は
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
に
放
火
せ
ん
と
し
た
る
者
は
、
三
十
歳
以
下
の
白
き
パ
ン
ズ
を
穿
き
た
る
男
な
り
し
と
の
事
に
て
、
夫
れ
を
目
当
に
取
押
さ
へ
る
積
り
に
て
、
警
戒
に
到
り
た
る
旨
供
述
し
、
尚
当
裁
判
所
検
証
調
書
に
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
南
隅
は
、
一
段
高
く
石
垣
を
築
き
て
、
道
路
よ
り
緩
傾
斜
を
以
て
邸
内
に
入
る
通
路
を
設
け
あ
る
も
、
門
、
障
壁
等
の
設
け
な
く
、
東
側
は
何
等
囲
ひ
な
く
し
て
、
通
路
を
挟
み
て
直
ち
に
、
隣
家
Ｔ
Ｈ
武
雄
方
に
対
し
、
西
側
は
道
路
よ
り
一
段
高
く
、
自
然
に
崖
脚
状
を
為
し
て
、
相
当
年
齢
を
経
た
る
柏
、
椿
、
柿
其
他
雑
木
繁
茂
し
居
り
て
、
所
謂
藪
状
を
為
し
、
北
側
は
西
側
よ
り
住
家
の
三
分
の
一
に
到
る
間
は
、
小
竹
疎
に
生
立
し
、
西
側
よ
り
此
部
分
は
、
粗
雑
な
る
竹
垣
を
設
け
て
、
外
囲
ひ
と
な
し
あ
り
。
住
家
は
、
右
邸
内
稍
西
北
に
偏
し
て
建
て
ら
れ
た
る
、
南
向
の
木
造
藁
葺
四
方
屋
垂
瓦
葺
の
平
家
建
な
り
と
の
記
載
あ
り
。
右
状
況
よ
り
し
て
、
犯
行
当
夜
月
明
り
あ
り
と
す
る
も
輙
く
識
別
し
得
る
や
、
或
は
咄
嗟
の
驚
き
の
間
に
服
装
其
他
を
錯
覚
無
く
し
て
観
察
し
得
る
や
は
、
各
位
か
慎
重
に
考
慮
さ
る
へ
き
問
題
な
り
。
　
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
北
方
竹
垣
を
破
り
て
逃
走
せ
は
、
負
傷
す
る
や
否
や
は
、
予
審
の
検
証
調
書
中
フ
サ
ノ
方
西
北
側
の
藪
は
四
、
五
本
の
竹
と
小
笹
雑
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
五
三
（
　
　
　
）
五
三
木
か
繁
茂
し
、
其
間
に
枯
枝
や
落
葉
か
散
在
し
居
れ
る
の
み
な
ら
す
、
外
側
に
は
古
き
乍
ら
も
周
囲
四
寸
位
の
竹
を
横
へ
用
ひ
て
垣
と
為
し
居
れ
る
以
上
、
此
処
を
夜
間
に
追
は
れ
て
走
り
逃
く
る
を
急
き
て
踏
破
せ
る
も
の
と
せ
は
、
身
支
度
の
如
何
に
依
り
直
に
断
言
す
る
を
得
さ
れ
と
も
、
多
分
身
体
の
何
処
か
に
負
傷
（
但
し
創
傷
の
類
程
度
は
勿
論
不
明
）
あ
る
可
き
を
予
想
す
る
に
難
か
ら
す
。
殊
に
、
垣
に
用
ひ
た
る
古
竹
一
本
と
小
指
頭
大
の
小
笹
一
本
か
折
れ
、
併
も
其
の
小
笹
の
折
り
取
ら
れ
た
る
も
の
は
、
未
た
枯
す
し
て
笹
の
色
合
ひ
に
余
り
変
化
な
く
、
垣
竹
の
分
も
折
れ
口
新
し
き
は
他
に
原
因
な
き
限
り
は
、
犯
人
逃
走
の
際
折
れ
た
る
も
の
た
る
こ
と
を
推
定
す
る
に
及
ひ
、
右
負
傷
の
予
想
或
は
事
実
な
る
へ
き
を
思
は
し
む
と
の
記
載
あ
る
旨
、
及
当
裁
判
所
検
証
調
書
の
フ
サ
ノ
方
の
右
藪
は
、
面
積
約
二
坪
内
外
に
し
て
、
最
近
に
竹
を
切
り
取
り
た
る
跡
所
々
に
在
り
、
又
竹
垣
は
小
笹
附
着
し
た
る
儘
の
竹
及
生
立
せ
る
竹
を
其
儘
曲
け
て
所
々
縄
に
て
結
ひ
て
作
り
居
れ
り
。
若
し
、
夜
間
追
跡
せ
ら
れ
右
藪
及
竹
垣
を
通
過
逃
走
し
皮
膚
露
出
し
居
ら
は
、
身
体
何
れ
の
部
分
か
に
擦
過
傷
又
は
突
刺
傷
を
蒙
る
こ
と
は
、
盖
し
免
れ
難
き
こ
と
な
ら
ん
と
思
考
せ
ら
る
ゝ
旨
の
各
記
載
あ
り
。
之
を
信
す
る
や
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
　
尚
又
、
本
件
に
付
、
被
告
人
か
取
調
を
受
く
る
に
当
り
、
左
下
肢
に
十
数
個
の
負
傷
あ
り
し
こ
と
は
、
証
人
Ｈ
Ｓ
豊
作
の
本
年
三
月
下
旬
、
警
察
官
に
同
行
せ
ら
れ
た
る
被
告
人
の
足
を
診
た
る
に
六
個
の
傷
あ
り
、
尚
小
さ
き
創
あ
り
た
る
や
も
知
れ
さ
る
旨
供
述
し
、
予
審
判
事
か
左
下
肢
の
創
に
付
作
成
せ
る
被
告
人
第
一
回
予
審
調
書
の
検
証
部
分
（
創
の
部
位
、
形
状
等
は
右
検
証
部
分
の
写
を
、
手
許
に
交
付
し
あ
る
通
り
な
り
）
の
記
載
あ
り
。
　
此
を
信
す
る
や
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
　
又
、
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
Ｏ
Ｎ
Ｄ
セ
メ
ン
ト
会
社
鉄
工
作
業
場
に
て
、
被
告
人
か
足
背
に
負
傷
し
た
る
や
否
や
は
、
弁
護
人
提
出
の
ア
ン
グ
ル
と
証
人
Ｈ
Ｋ
周
一
の
被
告
人
か
当
日
ア
ン
グ
ル
を
足
に
落
し
負
傷
し
た
る
旨
の
供
述
、
証
人
Ｍ
Ｊ
元
平
は
同
日
被
告
人
の
足
に
ア
ン
グ
ル
落
ち
て
負
傷
し
た
る
こ
と
を
聞
知
し
た
る
旨
供
述
せ
り
。
　
此
点
に
付
て
は
、
数
日
前
送
付
を
受
け
た
る
当
時
、
被
告
人
か
穿
き
居
た
り
と
云
ふ
足
袋
（
証
第
二
十
一
号
）
か
押
収
さ
れ
居
れ
る
か
、
血
痕
の
附
着
し
居
る
や
否
、
実
験
の
上
決
せ
ら
れ
度
し
。
　
右
各
証
拠
の
真
否
は
、
各
位
の
判
断
に
依
り
決
せ
ら
る
へ
き
も
の
な
り
。
又
、
被
告
人
は
、
本
年
三
月
二
十
二
日
夜
、
宇
部
駅
構
内
を
横
断
す
る
際
、
張
金
に
引
掛
り
倒
れ
て
負
傷
し
た
り
と
弁
解
し
居
り
て
、
此
れ
か
証
拠
と
し
て
は
、
　
被
告
人
の
其
旨
の
供
述
と
証
人
Ｍ
Ｔ
又
一
の
被
告
人
か
駐
在
所
附
近
の
栄
亭
前
に
自
分
の
伜
清
か
居
る
旨
告
け
た
る
に
依
り
、
被
告
人
に
見
て
来
て
呉
れ
と
頼
み
た
る
旨
の
供
述
、
　
其
外
証
人
Ｋ
Ｓ
五
六
は
、
火
災
当
夜
、
被
告
人
と
共
に
夜
警
に
出
て
た
る
際
、
同
線
路
内
を
横
断
し
た
る
事
実
あ
る
か
、
其
際
に
は
転
倒
し
た
る
か
如
き
こ
と
は
な
か
り
し
旨
供
述
し
居
れ
り
。
　
以
上
の
証
拠
を
信
す
る
や
否
に
依
り
決
せ
ら
れ
る
。
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
五
四
（
　
　
　
）
五
四
当
夜
、
被
告
人
の
負
傷
す
る
や
否
や
に
関
係
あ
る
被
告
人
の
服
装
は
、
洋
服
を
着
、
地
下
足
袋
を
穿
き
居
た
る
や
否
や
　
は
、
被
告
人
の
同
趣
旨
の
供
述
と
証
人
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
被
告
母
）、
Ｍ
Ｓ
近
一
、
Ｋ
Ｍ
孝
八
、
Ｋ
Ｓ
五
六
の
、
被
告
人
は
当
夜
洋
服
を
着
し
居
た
り
と
各
供
述
せ
り
。
之
れ
を
信
す
る
や
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
而
し
て
、
右
の
如
き
服
装
に
て
、
宇
部
駅
構
内
に
張
り
あ
る
張
金
に
引
掛
り
て
転
倒
せ
は
、
右
の
如
き
負
傷
を
生
す
る
や
否
に
付
て
は
、
　
当
裁
判
所
検
証
調
書
（
各
位
の
手
許
に
交
付
し
あ
る
第
三
図
写
参
照
の
こ
と
）
の
外
囲
ひ
、
即
ち
柵
の
高
さ
は
三
尺
五
寸
内
外
に
し
て
、
柵
の
用
材
と
用
材
と
の
間
隔
は
、
大
体
二
尺
内
外
な
り
。
而
し
て
、
現
に
破
損
し
た
る
個
所
所
々
あ
り
て
、
右
破
損
な
く
と
も
身
体
を
屈
す
れ
は
、
自
由
に
構
内
に
侵
入
し
得
る
関
係
に
あ
り
。
而
し
て
、
第
一
の
シ
グ
ナ
ル
線
よ
り
形
の
大
動
車
（
滑
車
）
に
亙
り
引
張
り
あ
る
張
金
は
、
第
一
シ
グ
ナ
ル
の
処
最
も
高
く
し
て
地
上
よ
り
三
尺
一
寸
の
隔
り
あ
り
。
夫
れ
よ
り
、
形
の
大
動
車
に
至
る
に
従
ひ
次
第
に
低
下
し
居
れ
り
。
形
の
大
動
車
の
処
の
張
金
（
導
線
）
は
、
地
上
よ
り
三
寸
余
上
方
を
通
し
居
る
に
過
き
す
。
而
し
て
、
穴
警
の
各
大
動
車
及
荊
の
転
撤
双
動
機
に
亘
り
、
引
張
り
あ
る
導
線
及
導
管
は
、
各
地
上
よ
り
六
寸
内
外
上
方
を
走
り
居
れ
る
を
見
る
。
第
二
シ
グ
ナ
ル
よ
り
穴
の
大
動
車
に
亘
り
引
張
り
あ
る
導
線
は
、
一
条
の
針
金
に
し
て
、
其
他
の
導
線
（
張
金
）
は
、
各
針
金
四
本
を
巻
き
合
せ
て
作
り
た
る
も
の
に
し
て
、
周
囲
約
四
分
を
算
し
、
警
の
大
動
車
の
処
を
走
り
居
る
張
金
（
導
線
）
は
、
其
数
八
本
あ
り
。
而
し
て
、
右
八
本
の
張
金
の
上
方
二
寸
の
処
（
地
上
よ
り
八
寸
）
を
、
周
囲
二
寸
余
の
導
管
か
右
導
線
に
沿
ひ
て
、
遠
方
信
号
器
に
向
ひ
居
れ
る
を
見
る
。
而
し
て
、
軌
条
は
地
盤
よ
り
約
一
尺
の
地
盛
を
為
し
た
る
上
に
敷
設
し
あ
り
て
、
其
軌
条
の
敷
地
及
地
盤
に
は
、
指
頭
大
の
バ
ラ
ス
及
小
さ
き
砂
利
を
一
面
に
敷
き
、
均
し
居
れ
る
を
見
る
旨
の
記
載
あ
り
。
此
等
の
状
況
よ
り
し
て
信
否
を
決
す
る
の
外
な
し
。
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
、
被
告
人
か
□
□
□
町
Ｉ
Ｕ
キ
ク
方
に
て
、
証
第
六
号
と
同
一
の
ピ
ン
二
十
本
、
Ｋ
Ｔ
小
間
物
店
に
て
証
第
七
号
と
同
一
の
ピ
ン
二
十
本
を
買
求
め
た
る
こ
と
は
、
　
被
告
人
の
右
両
家
に
て
、
各
ピ
ン
二
十
本
を
買
ひ
た
る
旨
の
供
述
、
証
人
Ｉ
Ｕ
キ
ク
は
証
第
六
号
と
同
一
の
ピ
ン
を
被
告
人
と
思
ふ
人
に
売
却
し
た
る
旨
供
述
し
、
尚
Ｈ
Ｆ
確
朗
の
予
審
調
書
に
は
、
証
第
七
号
と
同
一
の
ピ
ン
二
十
本
を
被
告
人
に
売
り
た
る
旨
の
供
述
記
載
あ
り
。
之
を
信
す
る
や
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
証
拠
品
第
三
号
ピ
ン
は
、
証
第
六
号
、
第
七
号
の
ピ
ン
と
同
一
な
る
ピ
ン
を
用
ひ
あ
る
や
否
や
、
　
之
は
証
拠
品
を
実
見
し
て
決
定
せ
ら
る
へ
き
も
の
と
す
。
証
第
三
号
繿
縷
縄
に
燐
寸
軸
木
及
ピ
ン
を
結
付
け
た
る
も
の
、
証
第
四
号
（
燐
寸
の
発
火
し
た
る
も
の
）
か
現
場
に
あ
り
た
る
こ
と
は
、
　
証
人
Ｍ
Ｋ
嘉
一
及
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
か
各
其
旨
供
述
し
居
れ
る
処
、
其
信
否
に
依
り
定
る
も
の
と
す
。
次
に
、
被
告
人
は
、
右
購
求
め
た
る
ピ
ン
を
遺
失
し
た
る
や
否
に
付
て
は
、
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
五
五
（
　
　
　
）
五
五
　
弁
護
人
提
出
の
外
套
隠
囊
は
、
綻
ひ
居
れ
る
か
、
右
綻
ひ
は
其
当
時
よ
り
綻
ひ
居
た
る
や
否
や
は
、
実
見
の
上
、
適
当
に
解
釈
せ
ら
れ
た
し
。
　
尚
、
証
人
Ｍ
Ｓ
近
一
は
、
被
告
人
を
認
め
た
る
時
、
被
告
人
は
自
宅
風
呂
場
の
前
に
立
ち
ポ
カ
ン
と
し
居
た
る
旨
供
述
し
、
証
人
Ｋ
Ｍ
幸
八
は
、
被
告
人
を
駐
在
所
に
至
る
畦
道
の
処
に
て
認
め
た
る
時
、
数
度
誰
何
し
た
る
か
応
答
な
く
、
追
跡
し
て
愈
く
被
告
人
な
る
こ
と
を
認
め
た
り
。
其
際
被
告
は
、
平
素
と
は
違
ひ
快
活
を
欠
き
、
可
笑
し
い
な
と
後
日
感
し
た
り
と
の
旨
を
供
述
し
居
れ
り
、
適
当
に
信
否
を
解
せ
ら
れ
度
し
。
進
ん
で
、
犯
人
は
如
何
な
る
程
度
の
行
為
を
為
し
た
る
や
に
付
て
は
、
　
証
人
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
、
本
年
三
月
二
十
二
日
午
後
八
時
頃
、
西
側
の
尾
垂
下
に
在
る
薪
を
取
り
に
、
家
の
角
の
所
迄
到
り
し
に
、
意
外
に
も
自
宅
西
側
床
の
後
口
の
薪
を
置
き
た
る
所
、
自
分
よ
り
一
間
位
離
れ
た
る
所
に
、
少
し
俯
向
様
に
し
て
男
子
か
立
ち
居
り
た
る
故
誰
何
し
た
る
に
、
其
男
は
北
側
の
竹
垣
を
破
り
て
北
方
に
逃
け
、
其
れ
よ
り
自
宅
西
方
の
道
に
出
て
た
る
迄
は
足
音
を
聞
き
た
る
も
、
其
れ
か
何
れ
の
方
へ
逃
け
た
る
や
は
見
届
け
さ
り
き
、
自
分
は
直
に
男
の
立
ち
居
り
た
る
所
に
到
り
見
た
る
に
、
自
宅
北
の
竹
垣
の
所
に
在
り
た
る
竹
竿
を
北
よ
り
瓦
三
枚
目
に
立
掛
け
居
り
、
薪
、
松
枝
の
前
に
証
拠
品
第
三
号
に
火
を
点
け
た
る
儘
の
も
の
か
、
投
棄
し
あ
り
た
る
旨
の
供
述
あ
り
。
尚
、
被
告
人
の
放
火
材
料
に
点
火
し
た
る
際
、
発
見
せ
ら
れ
た
る
旨
の
予
審
調
書
の
供
述
記
載
あ
り
。
之
れ
を
信
す
る
や
否
に
依
り
て
決
す
へ
き
問
題
な
り
。
第
一
の
形
関
係
事
実
に
付
て
は
、
証
拠
品
第
一
、
二
号
か
、
現
場
に
存
在
し
居
た
る
こ
と
は
、
　
当
審
証
人
Ｍ
Ｋ
嘉
一
、
Ｎ
Ｏ
米
松
、
Ｍ
Ｓ
サ
ヨ
の
此
点
に
関
す
る
供
述
あ
り
。
此
れ
か
信
否
に
依
り
決
す
へ
き
も
の
と
す
。
証
拠
品
第
一
号
に
用
ひ
あ
る
箸
は
、
被
告
人
方
よ
り
領
置
せ
ら
れ
た
る
証
第
十
七
号
箸
と
又
証
拠
品
第
一
号
に
用
ひ
た
る
黒
糸
と
被
告
人
方
よ
り
領
置
せ
る
証
第
九
号
黒
糸
と
か
同
種
類
な
る
や
否
や
は
、
　
各
証
拠
品
を
実
験
の
上
、
決
せ
ら
れ
度
し
。
証
拠
品
第
二
号
タ
オ
ル
に
石
油
の
臭
あ
り
た
る
や
否
や
に
付
て
は
　
証
人
Ｎ
Ｏ
米
松
、
Ｍ
Ｓ
サ
ヨ
は
石
油
の
臭
あ
り
た
る
旨
、
証
人
Ｈ
Ｓ
豊
作
は
同
タ
オ
ル
に
油
あ
り
た
る
旨
各
供
述
せ
り
。
被
告
人
方
に
石
油
を
使
用
し
居
ら
さ
り
し
こ
と
に
付
て
は
、
被
告
人
及
証
人
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
被
告
人
母
）
の
石
油
を
使
用
せ
す
と
の
旨
を
供
述
せ
る
外
、
当
裁
判
所
の
検
証
調
書
に
被
告
人
方
に
石
油
を
発
見
せ
さ
る
旨
の
記
載
あ
り
。
　
被
告
人
方
に
殺
虫
油
一 
あ
り
て
、
幾
分
石
油
の
臭
気
あ
る
こ
と
は
、
同
検
証
調
書
に
記
載
し
あ
り
。
殺
虫
油
か
果
し
て
石
油
の
臭
ひ
す
る
や
否
や
は
、
実
験
則
に
照
し
適
当
に
解
釈
せ
ら
れ
度
し
。
証
人
Ｍ
Ｓ
サ
ヨ
は
、
現
場
に
在
り
し
タ
オ
ル
の
切
れ
の
臭
ひ
は
、
殺
虫
油
の
夫
れ
と
は
相
違
せ
る
旨
供
述
せ
り
。
以
上
を
綜
合
考
覈
し
て
、
其
信
否
を
決
せ
ら
れ
度
し
。
而
し
て
、
被
告
人
方
東
方
裏
口
の
柱
及
東
側
鶏
舎
の
上
、
台
所
に
吊
し
あ
る
竹
竿
等
に
繿
縷
又
は
古
手
拭
掛
け
あ
る
こ
と
は
（
各
位
の
手
許
に
交
付
し
あ
る
被
告
人
方
の
見
取
図
（
第
二
図
）
参
照
の
こ
と
）、
　
右
検
証
調
書
に
同
様
記
載
あ
り
、
之
れ
に
依
り
て
信
否
を
決
せ
ら
れ
度
し
。
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五
六
火
災
当
夜
、
被
告
人
か
自
宅
及
Ｔ
Ｈ
松
夫
方
に
居
た
る
こ
と
は
、
　
被
告
人
の
同
趣
旨
の
供
述
、
証
人
Ｔ
Ｈ
松
夫
の
昨
年
八
月
十
一
日
Ｍ
Ｓ
義
作
方
火
災
当
夜
九
時
頃
来
り
、
十
五
分
か
二
十
分
か
し
て
、
火
事
と
云
ふ
声
し
て
被
告
人
は
出
て
行
き
た
る
旨
供
述
せ
り
。
之
れ
を
信
す
る
や
否
や
に
依
り
決
せ
ら
る
。
　
被
告
人
方
と
Ｍ
Ｓ
義
作
方
と
Ｔ
Ｈ
松
夫
方
な
る
Ｔ
Ｈ
駒
之
進
方
と
は
、
近
所
な
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
検
証
調
書
（
各
位
の
手
許
に
交
付
し
あ
る
第
一
図
写
参
照
の
こ
と
）
の
第
一
図
の
位
置
に
依
り
決
せ
ら
れ
度
し
。
被
告
人
か
予
審
に
於
て
、
本
件
の
犯
行
を
自
白
せ
る
こ
と
は
、
　
公
判
第
一
日
に
読
聞
け
た
る
、
被
告
人
の
予
審
調
書
の
記
載
に
依
り
承
知
せ
ら
れ
度
し
。
右
自
白
の
信
否
に
付
て
は
、
他
の
関
係
事
実
等
と
対
照
の
上
、
適
当
に
解
せ
ら
れ
度
し
。
被
告
人
か
火
災
現
場
に
駈
付
け
、
消
火
に
尽
力
し
た
る
こ
と
は
、
証
人
Ｎ
Ｏ
米
松
、
Ｍ
Ｓ
サ
ヨ
及
被
告
人
の
同
趣
旨
の
供
述
あ
り
。
　
之
を
信
す
る
や
否
や
に
依
り
、
右
事
実
の
存
否
決
せ
ら
る
。
第
二
事
実
に
付
、
証
拠
品
第
十
八
号
、
第
十
九
号
か
放
火
現
場
に
あ
り
た
る
こ
と
に
付
て
は
、
　
証
人
Ｍ
Ｋ
嘉
一
、
Ｍ
Ｓ
浦
次
郎
、
Ｍ
Ｓ
ナ
ツ
の
此
点
に
関
す
る
供
述
あ
り
。
　
之
か
信
否
に
よ
り
決
せ
ら
る
。
放
火
現
場
に
あ
り
し
証
第
十
九
号
新
聞
か
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
な
る
こ
と
は
、
　
同
証
拠
品
に
付
て
決
せ
ら
る
へ
く
。
被
告
人
方
に
大
阪
毎
日
新
聞
を
購
読
し
居
り
て
、
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
附
の
新
聞
中
、
饗
宴
の
記
事
あ
る
部
分
、
即
ち
証
第
十
九
号
に
相
当
す
へ
き
も
の
欠
け
居
た
る
こ
と
は
、
　
証
人
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
被
告
母
）
の
先
に
供
述
の
要
旨
を
告
け
た
る
予
審
調
書
に
、
此
点
に
符
合
す
る
供
述
の
記
載
あ
り
。
　
尚
、
同
証
人
の
当
公
廷
に
於
け
る
証
言
に
、
警
官
か
初
め
大
阪
毎
日
新
聞
の
購
読
の
有
無
を
尋
ね
、
其
次
に
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
付
の
新
聞
を
求
め
ら
れ
三
枚
出
し
、
一
枚
不
足
す
る
か
ら
探
し
置
け
と
言
は
れ
て
、
娘
か
弁
当
包
み
に
使
用
し
あ
る
こ
と
判
り
、
其
後
該
新
聞
を
警
官
に
提
出
し
、
全
部
新
聞
は
揃
ひ
た
る
筈
な
り
と
の
旨
供
述
し
、
証
人
Ｍ
Ｋ
嘉
一
は
、
二
度
に
新
聞
を
受
取
り
た
る
こ
と
は
相
違
な
き
旨
供
述
せ
り
。
以
上
の
信
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
証
第
十
八
号
に
用
ひ
あ
る
し
て
紐
か
、
被
告
人
方
よ
り
提
出
し
あ
る
証
第
十
号
乃
至
第
十
二
号
し
て
紐
と
、
又
Ｍ
Ｓ
哲
雄
方
よ
り
押
収
の
証
第
八
号
し
て
紐
と
符
合
ま
る
や
否
や
は
、
一
々
証
拠
品
を
実
見
し
て
決
せ
ら
れ
度
し
。
　
尚
仮
に
、
被
告
人
宅
よ
り
領
置
さ
れ
た
る
物
件
は
、
現
場
に
存
す
る
物
件
と
か
符
合
す
る
か
如
く
認
め
ら
る
ゝ
と
す
る
も
、
被
告
人
宅
の
み
に
存
す
る
物
件
と
は
限
ら
さ
る
に
付
、
此
点
も
考
究
の
要
あ
り
。
被
告
人
か
当
夜
□
□
□
部
落
に
居
り
た
る
こ
と
は
、
　
被
告
人
の
自
認
と
証
人
Ｔ
Ｈ
松
夫
の
当
夜
被
告
人
と
共
に
夜
警
に
廻
り
た
る
旨
の
供
述
、
尚
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
被
告
人
母
）
は
、
被
告
人
は
当
夜
夜
警
に
赴
き
た
り
と
供
述
し
居
れ
り
。
尤
も
、
当
夜
被
告
人
か
□
□
□
部
落
に
居
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
五
七
（
　
　
　
）
五
七
た
る
事
実
の
み
に
て
は
、
直
に
以
て
被
告
人
か
放
火
し
た
り
と
は
認
め
ら
れ
さ
る
な
り
。
深
く
探
究
し
て
、
其
真
否
を
決
せ
ら
れ
た
し
。
被
告
人
か
予
審
に
於
て
、
本
件
犯
行
を
自
白
し
居
れ
る
こ
と
は
、
　
公
判
第
一
日
に
於
て
、
読
聞
け
た
る
被
告
人
の
予
審
調
書
記
載
の
通
り
為
る
か
、
其
真
否
は
争
点
に
対
す
る
証
拠
関
係
と
を
比
較
研
究
し
て
、
適
当
に
決
せ
ら
れ
度
し
。
次
に
、
原
因
に
関
す
る
証
拠
と
し
て
は
、
第
一
事
実
に
付
、
Ｍ
Ｔ
イ
チ
か
、
自
家
に
自
ら
放
火
し
た
り
と
云
ふ
噂
は
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
及
義
作
の
母
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
等
の
放
言
に
因
る
も
の
な
る
こ
と
を
聞
知
し
、
大
に
怒
り
て
其
実
否
を
糺
す
へ
く
、
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
同
人
及
イ
チ
、
ヤ
ナ
の
三
名
か
激
論
し
居
た
る
事
実
に
付
て
は
、
　
証
人
Ｍ
Ｔ
イ
チ
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
の
二
名
か
、
同
趣
旨
の
証
言
を
為
し
居
る
外
、
公
判
第
一
日
に
読
聞
け
た
る
被
告
人
の
予
審
調
書
に
は
、
激
論
の
内
容
は
知
れ
る
旨
の
供
述
記
載
あ
り
。
尚
、
被
告
人
は
、
当
公
廷
に
於
て
激
論
の
内
容
は
知
ら
ぬ
か
、
会
社
よ
り
帰
途
フ
サ
ノ
方
の
前
を
通
っ
た
際
、
三
人
か
大
声
で
何
事
か
激
論
し
て
居
た
の
は
知
れ
り
、
証
人
Ｍ
Ｔ
イ
チ
の
証
言
に
対
す
る
弁
解
と
し
て
、
被
告
人
は
祖
母
の
看
病
を
為
す
時
、
イ
チ
来
り
右
口
論
の
顛
末
を
話
し
居
り
し
故
、
聞
知
し
た
る
旨
供
述
し
居
れ
り
。
　
此
れ
か
、
右
原
因
事
実
に
関
す
る
証
拠
に
し
て
、
其
信
否
に
依
り
決
せ
ら
る
。
次
に
、
被
告
人
は
、
右
激
論
を
密
に
立
聞
き
し
、
其
論
争
の
状
況
よ
り
イ
チ
主
張
の
如
く
、
フ
サ
ノ
等
に
於
て
イ
チ
自
ら
自
家
に
放
火
し
た
り
と
の
噂
を
立
て
た
る
も
の
ゝ
如
く
思
惟
し
、
同
人
等
の
所
行
を
悪
み
、
フ
サ
ノ
方
及
義
作
方
住
家
に
放
火
し
て
、
同
人
等
を
懲
し
め
ん
と
決
意
し
た
る
事
実
の
有
無
に
付
て
は
、
　
被
告
人
は
当
公
廷
に
於
て
、
右
様
の
事
実
な
し
と
極
力
否
認
し
居
れ
る
か
、
予
審
に
て
は
公
判
第
一
日
に
読
聞
け
た
る
通
り
、
自
供
し
た
る
旨
の
記
載
あ
り
。
右
以
外
見
る
へ
き
証
拠
な
き
も
の
と
す
。
被
告
人
の
自
白
を
信
す
る
や
否
に
依
り
、
決
す
へ
き
問
題
な
り
。
第
二
事
実
の
原
因
に
付
、
被
告
人
方
は
、
素
一
家
を
支
ふ
る
に
足
る
へ
き
、
祖
先
伝
来
の
資
産
を
有
し
居
た
る
処
、
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
よ
り
養
子
に
来
り
た
る
祖
父
亡
喜
平
か
、
生
前
飲
酒
し
財
産
を
蕩
尽
し
た
る
為
め
、
他
人
の
田
地
を
小
作
す
る
境
遇
に
激
変
し
た
る
事
実
の
有
無
に
付
て
は
、
　
被
告
人
は
、
予
審
に
於
て
は
公
判
第
一
日
に
読
聞
け
た
る
通
り
、
自
白
し
居
れ
る
か
、
当
廷
に
於
て
は
祖
父
亡
喜
平
か
飲
酒
し
て
財
産
を
蕩
尽
し
た
る
か
如
き
事
実
な
し
と
否
認
し
居
れ
り
。
此
点
に
付
て
は
、
証
人
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
被
告
の
母
）
は
、
被
告
人
の
当
廷
に
於
け
る
供
述
と
同
趣
旨
の
証
言
を
為
し
、
尚
同
証
人
は
財
産
か
幾
分
減
っ
た
の
は
、
証
人
の
夫
の
弟
か
東
京
の
学
校
に
行
き
其
学
費
に
要
し
た
り
も
の
な
り
、
其
弟
は
遂
に
病
死
し
た
る
旨
供
述
し
居
れ
り
。
　
其
他
右
原
因
事
実
に
関
し
て
は
、
見
る
へ
き
証
拠
な
し
。
宜
敷
以
上
の
証
拠
を
綜
合
し
て
、
適
正
に
判
断
せ
ら
れ
度
し
。
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五
八
次
に
小
作
米
運
搬
に
際
し
、
偶
祖
母
よ
り
教
へ
ら
れ
た
る
祖
父
亡
喜
平
の
飲
酒
財
産
蕩
尽
の
事
実
を
追
憶
し
、
家
運
の
衰
へ
ら
れ
た
る
こ
と
を
悲
し
み
、
益
々
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
を
咀
ふ
に
至
り
、
遂
に
同
家
に
放
火
し
て
恨
み
を
霽
さ
ん
と
決
意
し
た
る
事
実
の
存
否
に
付
て
は
、
　
被
告
人
は
予
審
に
於
て
は
、
読
聞
け
た
る
調
書
記
載
の
通
り
、
自
白
し
居
れ
る
か
、
当
公
廷
に
て
は
大
い
に
争
ひ
居
れ
る
処
な
り
と
す
。
此
原
因
事
実
に
関
す
る
証
拠
と
し
て
は
、
　
右
被
告
人
の
供
述
の
外
、
証
人
Ｍ
Ｓ
壽
介
の
小
作
米
を
運
搬
し
来
り
た
る
は
、
昭
和
四
年
一
月
十
五
日
と
思
ふ
、
其
後
曾
て
前
例
な
き
領
収
書
を
被
告
人
の
実
父
幸
四
郎
の
求
め
に
因
り
交
付
し
た
り
、
と
供
述
し
居
れ
り
。
同
人
の
証
言
を
信
す
る
に
於
て
は
、
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
の
火
災
は
、
一
月
十
四
日
な
る
を
以
て
、
原
因
事
実
は
消
却
さ
る
る
事
と
な
る
へ
し
。
深
く
考
量
す
へ
き
な
り
。
　
要
之
本
件
は
、
叙
上
説
明
し
た
る
各
証
拠
の
信
憑
す
へ
き
も
の
な
る
や
否
や
、
及
争
と
為
れ
る
関
係
事
実
の
存
否
に
考
究
判
断
せ
ら
れ
て
、
公
訴
事
実
の
有
無
を
評
決
せ
ら
れ
度
し
と
、
説
示
し
、
　
主
問
補
問
と
し
て
、
問
書
記
載
の
事
項
を
示
し
、
且
問
書
の
趣
旨
を
説
明
し
、
尚
補
問
第
二
は
未
遂
罪
、
第
三
は
予
備
行
為
に
止
ま
る
や
否
や
を
問
ふ
趣
旨
な
り
と
注
意
を
与
へ
、
　
次
て
、
陪
審
長
互
選
及
評
議
答
申
方
法
に
付
注
意
し
、
評
議
室
に
退
き
、
慎
重
公
平
に
審
議
し
、
評
議
の
結
果
を
答
申
す
へ
き
旨
を
命
し
、
陪
審
に
対
し
問
書
を
交
付
し
た
り
。
（
注
）　
判
決
書
で
は
、
公
訴
事
実
第
一
穴
（
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
住
家
に
対
す
る
放
火
未
遂
）
は
、
有
罪
と
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
公
訴
事
実
第
一
形
（
Ｍ
Ｓ
義
作
方
住
家
に
対
す
る
放
火
）、
お
よ
び
公
訴
事
実
第
二
（
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
住
家
に
対
す
る
放
火
）
は
、
無
罪
で
あ
る
。
　
⑶
　
問
書
・
答
申
　
　
主
　
問
第
一
　（
公
訴
事
実
第
一
に
つ
い
て
）
被
告
人
は
、
継
続
意
思
を
以
て
、
Ｍ
Ｓ
義
作
方
住
家
及
び
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
住
家
に
放
火
し
た
る
事
実
あ
り
や
。
第
二
　（
公
訴
事
実
第
二
に
つ
い
て
）
被
告
人
は
、
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
住
家
を
焼
燬
せ
ん
と
決
意
し
、
其
屋
根
裏
を
周
囲
一
尺
位
を
焼
燬
し
た
る
の
み
に
し
て
、
消
止
め
ら
れ
た
る
事
実
あ
り
や
。
　
　
補
　
問
第
一
　（
公
訴
事
実
第
一
形
に
つ
い
て
）
被
告
人
は
、
Ｍ
Ｓ
義
作
方
住
家
に
放
火
し
た
事
実
あ
り
や
。
第
二
　（
公
訴
事
実
第
一
穴
に
つ
い
て
）
被
告
人
は
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
住
家
を
焼
燬
せ
ん
と
決
意
し
、
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
放
火
材
料
に
点
火
し
て
竹
竿
に
挟
み
屋
根
裏
に
差
込
み
放
火
せ
ん
と
し
た
る
所
を
、
フ
サ
ノ
に
発
見
誰
何
せ
ら
れ
て
、
逃
亡
し
た
る
事
実
あ
り
や
（
放
火
未
遂
）。
第
三
　（
公
訴
事
実
第
一
穴
に
つ
い
て
）
被
告
人
は
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
住
家
を
焼
燬
せ
ん
と
決
意
し
、
フ
サ
ノ
方
に
赴
き
、
放
火
材
料
に
点
火
し
た
る
際
、
フ
サ
ノ
に
発
見
誰
何
せ
ら
れ
て
、
逃
亡
し
た
る
事
実
あ
り
や
（
放
火
予
備
）。
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
五
九
（
　
　
　
）
五
九
　
　
答
　
申
主
問
　
第
一
「
然
ら
ず
」、
第
二
「
然
ら
ず
」。
補
問
　
第
一
「
然
ら
ず
」、
第
二
「
然
り
」。
（
注
）　
主
問
・
補
問
の
復
元
は
、「
防
長
新
聞
」・「
関
門
日
日
新
聞
」（
昭
和
四
・
七
・
一
八
）
お
よ
び
前
記
「
説
示
」
に
よ
る
の
で
、
概
略
に
止
ま
る
。
四
　
陪
審
法
施
行
後
の
感
想
　
陪
審
法
が
施
行
さ
れ
て
一
周
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
、『
法
曹
会
雑
誌
』
陪
審
法
実
施
記
念
号
（
第
七
巻
第
一
〇
号
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
）
に
は
、
全
国
の
裁
判
官
・
検
察
官
な
ど
の
陪
審
法
実
施
に
対
す
る
感
想
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
陪
審
法
施
行
三
周
年
・
新
民
事
訴
訟
法
施
行
二
周
年
記
念
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
、『
法
曹
公
論
』（
第
三
五
巻
第
九
号
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
・
日
本
弁
護
士
協
会
）
に
は
、
全
国
各
地
の
二
〇
〇
余
名
の
法
曹
（
大
部
分
が
弁
護
士
）
か
ら
、
陪
審
法
と
新
民
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
、
前
掲
『
法
曹
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
山
口
県
の
裁
判
官
・
検
事
の
感
想
と
、
前
掲
『
法
曹
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
山
口
県
の
弁
護
士
の
感
想
を
紹
介
し
よ
う
。
（
注
）　
全
国
の
判
事
・
検
事
・
弁
護
士
ら
の
感
想
を
分
析
し
た
も
の
に
は
、
林
正
宏
「
わ
が
国
陪
審
裁
判
実
施
後
の
反
響
　
法
曹
ら
に
よ
る
感
想
集
か
ら
」（『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
三
六
巻
第
八
号
、
一
九
九
一
年
八
月
）
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
１
　
判
事
・
検
事
の
感
想
①
　
杉
本
時
三
郎
（
山
口
地
方
裁
判
所
検
事
正
）
　
陪
審
法
実
施
後
正
に
一
周
年
と
な
っ
た
。
陪
審
裁
判
の
成
績
は
強
ち
不
良
で
も
な
い
が
、
勿
論
好
結
果
で
も
な
い
。
当
庁
法
定
陪
審
事
件
は
、
実
施
以
来
本
年
七
月
末
迄
に
総
計
十
六
件
で
あ
る
内
、
公
判
準
備
の
取
調
に
於
て
公
訴
事
実
を
認
め
た
も
の
十
件
、
陪
審
を
辞
退
し
た
も
の
四
件
、
陪
審
の
評
議
に
付
し
た
も
の
二
件
で
、
陪
審
の
答
申
は
二
件
共
に
先
ず
六
分
位
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
其
の
外
に
請
求
陪
審
事
件
は
一
件
も
無
い
。
恐
く
は
、
全
国
の
状
勢
も
同
様
で
あ
ら
う
。
陪
審
が
、
斯
く
予
期
以
上
に
不
人
気
で
も
あ
り
、
成
績
も
良
く
な
い
の
は
、
陪
審
員
の
訓
練
が
足
ら
な
い
の
と
、
国
民
が
陪
審
に
余
り
多
く
を
期
待
せ
ぬ
か
ら
で
あ
ら
う
。
司
法
当
局
は
勿
論
、
国
民
一
般
は
大
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
試
に
陪
審
法
実
施
後
の
感
想
を
述
べ
て
見
よ
う
。
　
一
　
陪
審
法
廷
の
権
威
　
司
法
裁
判
の
民
衆
化
は
、
時
代
の
要
求
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
処
ま
で
も
法
廷
の
権
威
を
損
し
て
は
な
ら
ぬ
。
由
来
、
権
威
あ
る
法
廷
よ
り
、
権
威
あ
る
裁
判
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
長
の
態
度
、
用
語
、
検
事
の
論
告
、
弁
護
人
の
弁
論
等
は
、
通
常
裁
判
の
法
廷
と
著
し
き
軒
輊
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
要
は
、
唯
素
人
の
陪
審
員
に
解
り
易
き
口
調
を
尊
ぶ
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
徒
に
敬
語
を
濫
発
し
て
、
卑
屈
に
流
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
六
〇
（
　
　
　
）
六
〇
る
ゝ
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
二
　
陪
審
裁
判
は
、
直
接
審
理
主
義
で
あ
る
か
ら
、
証
人
等
の
喚
問
が
通
常
裁
判
に
比
し
、
自
然
多
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
苟
も
予
審
制
度
の
存
す
る
以
上
は
、
事
案
を
判
断
す
る
上
に
於
て
左
程
重
要
な
ら
ざ
る
事
実
の
立
証
に
付
て
は
、
陪
審
法
第
七
十
五
条
の
精
神
を
活
用
し
て
、
成
る
べ
く
予
審
調
書
に
譲
り
て
、
相
互
に
異
議
を
唱
へ
ぬ
法
廷
慣
例
を
馴
致
し
た
い
と
思
ふ
。
陪
審
法
廷
を
一
の
戦
術
と
心
得
、
猫
も
杓
子
も
証
人
に
喚
問
し
て
、
陪
審
員
の
脳
裡
を
撹
乱
す
る
こ
と
は
避
け
、
陪
審
法
廷
に
は
互
に
道
義
的
観
念
を
以
て
起
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
特
に
痛
感
す
る
。
　
三
　
被
告
人
は
、
陪
審
裁
判
を
受
く
る
為
に
、
事
実
を
否
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
、
是
迄
の
自
白
を
取
消
す
常
套
手
段
と
し
て
、
遡
て
司
法
警
察
官
の
人
権
蹂
躙
を
誣
る
場
合
が
多
い
。
司
法
警
察
官
こ
そ
好
い
迷
惑
で
あ
る
。
司
法
警
察
官
は
、
他
山
の
石
と
し
て
、
大
に
反
省
す
べ
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
謂
は
れ
な
き
被
告
人
の
誣
言
を
軽
信
し
、
之
を
弁
論
の
利
刄
と
す
る
こ
と
は
、
人
格
あ
る
弁
護
人
の
避
く
べ
き
こ
と
ゝ
思
ふ
。
②
　
矢
崎
憲
明
（
山
口
地
方
裁
判
所
長
）
　
一
　
陪
審
員
は
其
責
務
の
重
大
な
る
自
覚
著
し
　
呼
出
を
受
け
し
陪
審
員
中
一
、
二
を
除
く
外
は
、
悉
く
出
頭
し
、
甚
だ
し
く
定
刻
を
遅
く
る
ゝ
者
な
し
。
不
出
頭
者
は
、
相
当
の
事
由
を
疎
明
し
て
届
出
を
為
す
。
無
届
不
出
頭
者
な
し
。
審
理
に
立
会
し
、
頗
る
熱
心
に
傾
聴
注
意
し
、
評
議
に
入
り
て
も
証
拠
物
を
取
寄
せ
実
験
す
る
等
、
頗
る
緊
張
苟
も
せ
ざ
る
態
度
あ
る
を
見
る
。
　
就
中
、
遠
隔
の
地
方
よ
り
は
、
出
頭
時
刻
を
遅
れ
ざ
る
為
め
、
前
夜
に
来
泊
す
る
如
き
、
宿
舎
に
於
て
も
静
粛
に
し
て
、
酒
を
嗜
む
者
も
晩
酌
を
為
さ
ゞ
り
し
如
き
、
孰
れ
も
責
任
の
重
大
な
る
自
覚
著
し
く
賞
賛
に
値
す
。
　
二
　
訊
問
、
弁
論
、
説
示
　
以
上
の
三
者
は
、
陪
審
裁
判
の
中
枢
に
属
し
、
最
も
必
要
の
事
項
に
属
す
。
　
裁
判
長
の
訊
問
は
、
陪
審
を
し
て
、
其
要
領
を
会
得
せ
し
む
る
を
必
要
と
す
。
然
る
に
、
此
点
に
意
を
致
さ
ゞ
る
を
見
る
。
　
検
事
竝
に
弁
護
人
の
第
一
次
弁
論
に
於
て
、
各
其
範
疇
を
逸
脱
し
、
論
難
す
る
を
見
る
。
此
場
合
に
は
、
裁
判
長
の
注
意
又
は
説
示
に
於
て
、
是
正
の
要
あ
る
も
、
斯
の
如
き
は
法
廷
の
体
面
上
、
注
意
を
要
す
べ
く
、
殊
に
両
者
共
に
陪
審
員
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
に
過
ぎ
、
時
に 
辞
を
弄
す
る
感
な
き
に
非
ら
ず
。
　
説
示
は
、
陪
審
の
中
枢
中
最
も
重
要
の
事
項
に
属
す
。
自
ら
局
に
当
り
て
、
困
難
を
感
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
説
示
を
傍
聴
す
る
も
遺
憾
を
感
ず
る
点
、
少
し
と
せ
ず
。
是
れ
、
一
に
法
に
意
見
を
述
ぶ
る
を
得
ざ
る
禁
制
あ
る
に
因
る
。
大
な
る
工
夫
と
熟
練
と
を
要
す
。
或
程
度
迄
は
、
進
み
て
陪
審
の
心
証
を
喚
起
す
る
に
務
む
る
の
要
あ
り
。
　
三
　
答
申
　
責
任
感
を
基
本
と
し
、
常
識
と
感
情
と
を
経
緯
と
し
、
被
告
人
の
責
任
を
重
か
ら
し
め
ん
よ
り
は
、
軽
か
ら
し
め
ん
と
す
る
傾
向
あ
り
。
動
も
す
れ
ば
、
消
極
に
流
れ
ん
と
す
る
嫌
あ
り
と
雖
も
、
甚
だ
し
き
失
当
を
見
ず
。
　
元
来
、
法
律
素
養
竝
に
経
験
な
き
常
人
に
対
し
、
裁
判
官
同
様
の
判
断
を
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
六
一
（
　
　
　
）
六
一
要
求
す
る
は
、
誤
ま
れ
り
。
之
に
依
て
悉
く
事
実
の
真
相
に
適
す
る
裁
判
を
為
さ
ん
と
期
待
す
る
は
、
不
能
を
求
む
る
に
近
し
。
甚
だ
し
き
失
当
の
場
合
に
は
、
再
陪
審
も
已
む
な
き
も
、
其
他
は
之
を
採
択
し
、
刑
の
裁
量
等
に
よ
り
て
、
適
当
に
調
制
す
べ
き
乎
。
　
四
　
陪
審
の
真
価
　
陪
審
実
施
後
日
浅
く
、
其
価
値
如
何
を
断
言
し
難
き
も
、
普
通
裁
判
に
比
し
て
優
れ
り
と
の
声
を
聞
か
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
等
亦
敬
意
を
表
し
得
ざ
る
を
遺
憾
と
す
。
巨
額
の
準
備
費
と
毎
件
数
百
円
の
費
用
を
要
す
。
国
民
司
法
権
参
与
の
代
償
と
せ
ば
、
欧
州
先
進
国
の
血
を
以
て
得
た
る
に
比
し
、
或
は
廉
な
る
べ
き
も
、
物
質
上
の
費
用
は
兎
に
角
、
是
に
依
て
裁
判
の
威
信
と
国
民
思
想
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
、
果
し
て
如
何
、
深
甚
の
考
慮
を
要
す
。
国
民
が
司
法
権
に
参
与
す
る
美
名
の
外
、
陪
審
の
価
値
幾
許
ぞ
、
如
何
に
せ
ば
其
真
価
を
発
揮
し
得
ん
。
只
、
陪
審
実
施
の
為
め
、
著
し
く
国
民
の
裁
判
に
関
す
る
了
解
を
増
進
し
得
た
る
は
、
争
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
。
是
蓋
し
陪
審
価
値
の
一
な
り
と
謂
ふ
を
得
可
き
乎
。
　
五
　
新
聞
紙
弁
護
人
其
他
の
者
の
注
意
　
陪
審
員
は
、
感
情
に
駆
ら
れ
ず
、
予
断
を
懐
か
ず
、
白
紙
状
態
に
て
公
平
に
判
断
す
る
を
必
要
と
す
。
然
る
に
、
陪
審
事
件
の
開
廷
に
直
面
し
、
新
聞
紙
等
に
事
件
の
犯
情
其
他
被
告
人
の
性
行
等
に
関
し
、
詳
細
の
記
事
を
掲
載
し
、
弁
護
人
は
必
ず
無
罪
な
る
べ
し
と
等
の
意
見
を
公
表
し
、
或
は
司
法
関
係
の
職
員
が
被
告
が
自
白
を
翻
し
た
る
弁
解
は
信
ず
る
に
足
ら
ず
、
若
く
は
何
々
の
陪
審
の
答
申
は
不
当
な
り
等
の
意
見
を
公
表
す
る
如
き
は
、
孰
れ
も
陪
審
員
の
心
裡
に
一
抹
の
暗
影
を
投
ず
る
虞
あ
り
、
大
に
注
意
を
望
む
。
　
六
　
陪
審
法
廷
と
普
通
法
廷
　
両
者
其
設
備
に
甚
し
き
懸
隔
あ
り
。
普
通
法
廷
も
其
設
備
を
完
備
し
、
大
差
な
か
ら
し
む
を
要
す
。
　
証
人
台
使
用
に
就
て
は
説
あ
る
も
、
余
は
之
を
使
用
す
る
可
な
る
を
信
ず
。
普
通
訟
廷
に
も
之
を
設
く
る
を
可
と
す
。
③
　
相
原
守
正
（
山
口
地
方
裁
判
所
検
事
）
　
陪
審
立
会
の
偶
感
十
則
一
　
陪
審
員
心
の
底
か
ら
敬
す
べ
し
、
百
姓
町
人
気
分
は
失
敗
の
基
。
二
　
陪
審
に
遠
慮
気
兼
は
無
用
な
り
、
言
ふ
べ
き
事
は
何
処
ま
で
も
。
三
　
折
角
の
忌
避
権
行
使
せ
よ
、
附
近
縁
故
の
陪
審
員
直
ぐ
判
る
。
四
　
検
事
の
質
問
時
に
必
要
、
都
合
善
き
証
言
重
ね
て
言
は
せ
。
五
　
弁
護
士
の
違
法
弁
論
気
に
懸
け
な
、
後
で
甘
く
扱
ぎ
下
せ
。
六
　
警
察
の
人
権
蹂
躙
極
り
文
句
、
よ
く
陪
審
員
に
説
き
知
ら
せ
。
七
　
最
初
の
論
告
八
分
に
止
め
、
相
手
の
長
舌
残
り
の
二
分
で
打
ち
壊
せ
。
八
　
議
論
弁
駁
上
品
に
、
泥
試
合
は
検
事
の
負
と
思
へ
。
九
　
陪
審
は
検
事
と
弁
護
士
と
の
信
用
競
べ
、
雄
弁
長
説
末
と
悟
れ
。
十
　
陪
審
員
の
答
申
罵
る
な
、
然
り
然
ら
ず
は
検
事
の
責
任
と
知
れ
。
２
　
弁
護
士
の
感
想
①
　
兼
崎
理
藏
（
下
関
）
　
現
行
法
は
、
失
敗
で
あ
る
、
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
六
二
（
　
　
　
）
六
二
②
　
弘
重
定
一
（
下
関
）
　
西
洋
の
陪
審
法
は
、
歴
史
的
社
会
的
要
求
に
応
じ
て
、
必
然
的
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
我
国
の
は
、
斯
る
要
求
な
く
し
て
出
来
た
故
に
、
恐
ら
く
其
効
果
を
挙
げ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
廃
止
し
て
、
裁
判
所
職
員
優
遇
の
途
を
講
ず
る
に
如
か
ず
。
③
　
中
村
了
詮
（
山
口
）
　
現
時
行
は
る
ゝ
裁
判
長
の
説
示
を
聴
く
に
、
概
ね
自
己
の
意
中
に
画
き
た
る
心
証
を
暗
に
ほ
の
め
か
し
て
、
陪
審
員
を
誘
導
す
べ
く
、
巧
に
示
唆
す
る
を
以
て
能
事
と
す
る
も
の
ゝ
如
し
。
為
め
に
、
陪
審
員
を
木
偶
視
し
て
、
陪
審
裁
判
の
根
本
精
神
を
滅
却
し
居
る
こ
と
が
、
同
法
施
行
後
一
般
不
人
気
の
最
大
の
原
因
な
り
と
思
ふ
。
故
に
、
形
裁
判
長
の
説
示
は
、
検
事
と
弁
護
人
の
論
旨
を
公
平
に
対
比
し
て
其
争
点
を
簡
明
に
摘
示
す
る
に
止
め
、
冗
長
な
る
説
示
を
や
め
る
こ
と
。
穴
検
事
及
弁
護
人
は
、
裁
判
長
の
説
示
に
対
し
て
も
、
反
駁
意
見
を
述
る
を
得
る
こ
と
に
、
規
定
を
改
正
す
る
の
要
あ
り
と
思
ふ
。
④
　
吉
田
助
（
下
関
）
　
陪
審
事
件
の
成
績
は
（
私
の
知
る
範
囲
に
於
て
は
）、
概
し
て
良
好
な
る
こ
と
を
、
疑
は
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
唯
其
の
運
用
に
は
、
猶
多
く
の
論
ず
べ
き
点
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
も
今
後
の
習
熟
と
立
法
技
術
と
に
依
っ
て
、
充
分
所
期
の
成
果
を
挙
げ
得
る
こ
と
ゝ
信
じ
ま
す
。
⑤
　
弘
中
武
一
（
山
口
）
　
陪
審
法
が
、
我
国
情
に
適
せ
ず
、
屹
度
失
敗
に
終
る
こ
と
は
、
其
実
施
前
貴
誌
に
陳
べ
た
る
こ
と
あ
り
。
施
行
後
の
実
蹟
は
、
果
然
適
中
、
余
は
今
更
与
論
な
る
も
の
ゝ
価
値
を
疑
ふ
。
要
す
る
に
、
陪
審
法
は
、
床
に
飾
り
て
眺
む
べ
く
、
用
ゆ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
思
ふ
。
五
　
お
わ
り
に
　
本
稿
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
二
月
一
五
日
（
午
後
一
時
～
三
時
三
〇
分
）、
広
島
修
道
大
学
図
書
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
広
島
修
道
大
学
『
明
治
期
の
法
と
裁
判
』
研
究
会
」
第
四
回
研
究
会
に
お
い
て
、
増
田
修
が
報
告
し
た
「
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
―
―
予
審
終
結
決
定
書
お
よ
び
陪
審
公
判
始
末
簿
か
ら
見
る
―
―
」
の
原
稿
に
、
そ
の
後
に
実
施
し
た
、
山
口
地
方
検
察
庁
に
お
け
る
刑
事
判
決
書
の
調
査
、
お
よ
び
山
口
県
立
図
書
館
に
お
け
る
陪
審
公
判
に
関
す
る
報
道
記
事
の
調
査
に
よ
り
収
集
し
た
、
資
料
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
我
国
で
行
わ
れ
た
陪
審
裁
判
に
お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
裁
判
長
に
よ
る
説
示
と
陪
審
員
に
よ
る
評
議
・
答
申
、
そ
れ
に
伴
う
再
陪
審
で
あ
ろ
う
。
　
広
島
の
弁
護
士
秦
良
一
は
、
裁
判
長
の
説
示
（
陪
審
法
第
七
七
条
）
の
廃
止
と
、
再
陪
審
（
陪
審
法
第
九
五
条
）
の
廃
止
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
が
（「
法
律
新
聞
」
昭
和
六
・
八
・
三
）、
裁
判
長
の
説
示
・
問
書
の
交
付
に
続
く
、
陪
審
員
の
評
議
を
経
た
答
申
は
、「
被
告
人
の
責
任
を
重
か
ら
し
め
ん
よ
り
は
、
軽
か
ら
し
め
ん
と
す
る
傾
向
あ
り
、
動
も
す
れ
ば
、
消
極
に
流
れ
ん
と
す
る
嫌
あ
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
六
三
（
　
　
　
）
六
三
り
と
雖
も
、
…
甚
だ
し
き
失
当
の
場
合
に
は
、
再
陪
審
も
已
む
な
き
も
、
其
他
は
之
を
採
択
し
刑
の
裁
量
等
に
よ
り
て
、
適
当
に
調
制
す
べ
き
乎
。（
矢
崎
憲
明
山
口
地
方
裁
判
所
長
）」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
　
弁
護
士
達
は
、
陪
審
裁
判
が
実
際
に
行
わ
れ
て
、
説
示
と
再
陪
審
が
被
告
人
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ
る
と
、
見
て
取
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陪
審
員
の
答
申
は
、
通
常
裁
判
に
比
べ
て
罪
名
は
軽
く
な
る
こ
と
は
あ
る
が
、
量
刑
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
て
変
わ
ら
ず
、
ま
た
、
弁
護
人
が
無
罪
と
思
っ
て
も
、
検
察
官
の
論
告
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
官
の
説
示
に
よ
り
有
罪
の
答
申
に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
し
て
無
罪
で
あ
っ
て
も
再
陪
審
が
あ
る
と
思
う
と
、
陪
審
に
付
さ
れ
る
の
を
辞
退
す
る
の
は
自
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
注
１
）　
こ
の
研
究
会
に
は
、
廣
田
聰
広
島
高
等
裁
判
所
判
事
、
小
西
秀
宣
広
島
地
方
裁
判
所
長
、
佐
藤
洋
志
広
島
地
方
検
察
庁
総
務
部
長
、
石
本
俊
憲
広
島
県
立
文
書
館
長
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、
大
学
教
員
、
一
六
名
が
参
加
し
た
。
（
注
２
）　
こ
の
資
料
紹
介
の
う
ち
、
予
審
終
結
決
定
書
・
刑
事
判
決
書
・
新
聞
記
事
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
お
よ
び
本
稿
の
校
正
は
、
紺
谷
浩
司
、
矢
野
達
雄
、
増
田
修
が
協
同
し
て
行
っ
た
。
な
お
、
本
稿
の
編
集
は
増
田
が
行
い
、
文
責
は
増
田
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
（
注
３
）　
秦
良
一
（
広
島
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
）
に
よ
る
、
説
示
の
廃
止
と
再
陪
審
に
付
さ
ぬ
等
の
法
改
正
に
付
い
て
の
主
張
は
、「
広
島
に
お
け
る
陪
審
裁
判
」（『
修
道
法
学
』
第
二
九
巻
第
二
号
、
一
九
〇
〇
七
年
、
四
七
六
頁
）
に
収
録
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
　
秦
は
、「
専
門
家
か
ら
見
た
判
断
と
、
或
る
時
に
は
相
違
を
来
た
す
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
…
そ
れ
を
、
専
門
的
に
見
て
不
安
な
り
と
し
て
、
説
示
に
よ
っ
て
陪
審
員
を
指
導
し
、
陪
審
員
の
頭
を
整
理
せ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
は
、
間
違
ひ
で
あ
っ
て
、
い
ら
ざ
る
お
節
介
で
あ
る
。」
…
「
お
上
の
申
さ
る
ゝ
こ
と
に
、
嘘
や
間
違
ひ
の
あ
ら
う
筈
な
し
、
忽
ち
評
議
一
決
「
然
り
」
と
答
申
せ
ら
れ
、
そ
れ
で
控
訴
審
を
奪
は
る
ゝ
虞
を
予
見
し
て
は
、
進
ん
で
誰
が
陪
審
を
希
望
せ
う
ぞ
、
こ
ゝ
に
、
陪
審
不
振
の
最
大
原
因
が
あ
る
と
思
ふ
。」
と
い
う
。
（
注
４
）　『
法
曹
公
論
』
第
四
〇
巻
第
四
号
（
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
・
一
九
三
六
年
四
月
）
の
「
裁
判
長
面
食
ふ
」
と
い
う
コ
ラ
ム
に
は
、
次
の
よ
う
な
陪
審
裁
判
に
関
す
る
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
る
が
、
当
時
の
陪
審
員
の
程
度
を
示
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
□
村
の
農
家
Ｙ
Ｍ
元
春
が
、
昭
和
九
年
十
一
月
十
九
日
姑
を
殺
し
た
尊
属
殺
人
事
件
の
陪
審
裁
判
は
、
甲
府
地
方
裁
判
所
で
開
廷
さ
れ
た
が
、
野
村
裁
判
長
の
問
書
に
対
し
、
陪
審
員
は
、
　
主
問
「
殺
人
罪
な
り
や
」、
答
申
「
然
り
」。
補
問
「
傷
害
致
死
罪
な
り
や
」、
答
申
「
然
り
」。
別
問
「
正
当
防
衛
な
り
や
」、
答
申
「
然
り
」。
と
の
答
弁
を
為
し
、
殺
人
罪
を
承
認
し
な
が
ら
、
被
告
の
行
為
を
正
当
防
衛
と
見
て
い
る
の
で
、
裁
判
長
は
右
答
申
を
不
審
と
認
め
、
再
陪
審
に
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
注
５
）　
裁
判
員
制
度
で
は
、
説
示
は
評
議
の
中
で
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
六
四
（
　
　
　
）
六
四
判
決
の
総
て
は
密
室
の
評
議
で
決
定
さ
れ
、
判
決
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
・
内
容
は
秘
密
と
さ
れ
る
。
捜
査
で
さ
え
、
透
明
性
が
要
求
さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
判
決
に
お
け
る
評
議
の
秘
密
だ
け
が
、
絶
対
的
な
も
の
と
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
国
民
の
司
法
参
加
が
、
真
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
説
示
・
評
議
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
裁
判
員
制
度
の
施
行
三
年
後
に
制
度
の
見
直
し
を
す
る
資
料
と
し
て
も
、
そ
の
成
功
・
失
敗
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
最
も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
資
料
一
　
予
審
終
結
決
定
書
　
陪
審
の
評
議
に
付
さ
れ
た
事
件
中
、
そ
の
予
審
終
結
決
定
書
謄
本
が
、
山
口
地
方
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
は
、
⑤
⑦
⑩
⑫
事
件
の
四
件
で
あ
る
。
　
山
口
地
方
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
予
審
終
結
決
定
謄
本
は
、
虚
自
昭
和
二
年
至
昭
和
八
年
の
分
が
「
予
審
終
結
決
定
謄
本
綴
」、
許
自
昭
和
九
年
至
昭
和
一
一
年
の
分
、
お
よ
び
距
昭
和
一
二
年
分
は
各
「
予
審
終
結
決
定
綴
」、
鋸
自
昭
和
一
三
年
至
昭
和
一
四
年
分
は
「
予
審
終
局
決
定
綴
」、
漁
昭
和
一
五
年
分
は
「
予
審
終
結
決
定
書
綴
」、
禦
昭
和
一
六
年
分
、
魚
昭
和
一
七
年
分
、
お
よ
び
亨
昭
和
二
一
年
分
は
各
「
予
審
始
末
簿
」
と
題
す
る
簿
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
　
予
審
終
結
決
定
綴
の
表
紙
は
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
厚
紙
で
あ
る
。
例
え
ば
、
⑤
⑦
⑨
事
件
が
綴
ら
れ
て
い
る
簿
冊
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
　
綴
ら
れ
て
い
る
予
審
終
結
決
定
書
に
は
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
半
紙
を
二
つ
折
り
し
た
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
簿
冊
の
厚
さ
は
、
虚
八
・
五
糎
、
許
六
・
五
糎
、
距
二
・
五
糎
、
鋸
四
糎
、
漁
三
・
五
糎
、
禦
〇
・
二
糎
、
魚
〇
・
二
糎
、
亨
〇
・
三
糎
で
あ
る
。
（
注
１
）　
⑤
⑦
⑩
事
件
は
、「
自
昭
和
二
年
一
月
至
昭
和
八
年
十
二
月
」
の
虚
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
（
注
２
）　
⑫
事
件
は
、「
自
昭
和
九
年
一
月
至
昭
和
十
一
年
十
二
月
」
の
許
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
⑤
事
件
（
昭
和
五
年
三
月
一
九
日
判
決
・
強
盗
強
姦
被
告
事
件
）
　
　
　
　
　
　
予
審
終
結
決
定
本
籍
　
山
口
県
阿
武
郡
□
□
村
□
□
□
□
番
屋
敷 （注
）　
表
紙
の
文
字
は
、
総
て
墨
書
で
あ
る
。
自
昭
和
二
年
　
一
月
至
昭
和
八
年
十
二
月
年
予
審
終
結
決
定
謄
本
綴
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫
　審
　掛
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
六
五
（
　
　
　
）
六
五
住
居
　
同
県
同
郡
□
□
町
株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
銀
行
Ｓ
Ｓ
支
店
内
銀
行
員
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
Ｉ
　
久
　
槌
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
一
月
□
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
強
盗
強
姦
被
告
事
件
ニ
付
予
審
ヲ
遂
ケ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
本
件
ヲ
山
口
地
方
裁
判
所
ノ
公
判
ニ
付
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
肩
書
居
町
株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
銀
行
Ｓ
Ｓ
支
店
ニ
行
員
ト
シ
テ
勤
務
中
薄
給
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
遊
興
ニ
耽
リ
昭
和
四
年
十
月
二
十
五
日
給
料
約
二
十
八
円
ヲ
受
取
リ
同
町
其
他
ニ
於
テ
遊
興
ヲ
為
シ
翌
二
十
六
日
午
前
二
時
頃
帰
宅
シ
タ
ル
カ
其
間
ニ
於
テ
所
持
金
全
部
ヲ
紛
失
シ
小
遣
銭
ニ
サ
ヘ
窮
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ヨ
リ
茲
ニ
金
円
奪
取
ノ
意
思
ヲ
生
シ
同
日
午
前
四
時
頃
同
町
字
□
□
町
呉
服
雑
貨
商
Ｙ
Ｎ
徳
治
郎
居
宅
二
階
裏
手
ノ
板
戸
ヲ
開
キ
テ
屋
内
ニ
忍
入
リ
金
円
捜
索
中
同
家
離
座
敷
ニ
右
徳
治
郎
ノ
養
女
Ｙ
Ｎ
藤
子
（
明
治
四
十
一
年
生
）
ノ
臥
寐
シ
居
ル
ヲ
見
テ
同
人
ヲ
強
姦
シ
且
金
円
ヲ
強
奪
セ
ン
コ
ト
ヲ
決
意
シ
テ
西
洋
手
拭
ニ
テ
頬
冠
リ
ヲ
為
シ
流
シ
場
ニ
在
リ
タ
ル
出
刃
包
丁
ヲ
手
ニ
シ
テ
其
離
座
敷
ニ
赴
キ
其
包
丁
ヲ
右
藤
子
ニ
示
シ
テ
同
人
ヲ
脅
迫
シ
タ
ル
上
姦
淫
ヲ
遂
ケ
更
ニ
其
包
丁
ヲ
突
付
ケ
テ
金
ヲ
出
セ
ト
脅
迫
シ
タ
ル
モ
同
人
カ
之
ニ
応
セ
サ
リ
シ
為
金
円
強
取
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
以
上
ノ
事
実
ハ
公
判
ニ
付
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
嫌
疑
ア
リ
テ
之
ヲ
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
百
三
十
条
第
二
百
四
十
一
条
前
段
ニ
該
当
ス
ル
犯
罪
ナ
リ
ト
思
料
シ
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
二
条
ニ
則
リ
主
文
ノ
如
ク
決
定
ス　
　
昭
和
五
年
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
審
判
事
　
　
柳
　
田
　
躬
　
則
右
謄
本
也
　
　
前
同
日
於
同
庁
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
三
　
原
　
萬
　
吉
⑦
事
件
（
昭
和
五
年
一
二
月
一
一
日
判
・
決
殺
人
未
遂
被
告
事
件
）
　
　
　
　
　
　
予
審
終
結
決
定
　
　
　
　
本
籍
並
住
居
山
口
県
吉
敷
郡
□
□
□
村
□
□
□
百
□
□
□
番
地
漁
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
Ｄ
　
一
　
雄
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年
十
二
月
□
□
日
生
右
之
者
ニ
対
ス
ル
殺
人
未
遂
被
告
事
件
ニ
付
予
審
ヲ
遂
ケ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
本
件
ヲ
山
口
地
方
裁
判
所
ノ
公
判
ニ
付
ス
　
　
　
　
理
　
由
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
六
六
（
　
　
　
）
六
六
被
告
人
ハ
大
正
八
年
中
山
口
県
吉
敷
郡
□
村
Ｆ
Ｉ
繁
治
郎
ト
養
子
縁
組
ヲ
為
シ
同
人
ノ
娘 
固 
ト
夫
婦
ニ
為
リ
タ
ル
モ
性
来
酒
癖
悪
シ
ク
素
行
修
ラ
サ
ル
為
カ
タ
遂
ニ
大
正
十
三
年
中
養
家
ヨ
リ
離
縁
セ
ラ
レ
且
固
ト
離
婚
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
カ
実
家
ノ
戸
主
タ
ル
兄 
稔 
顕 
ノ
仕
送
リ
ノ
ミ
ニ
依
リ
テ
ハ
到
底
経
済
上
満
足
ト
シ
 ア
キ
ナ
ル
生
活
ヲ
為
ス
能
ハ
ス
且
固
ト
ノ
間
ニ
ハ
子
サ
ヘ
ア
ル
仲
ナ
レ
ハ
心
密
カ
ニ
復
縁
ヲ
希
望
シ
其
機
ヲ
待
チ
居
タ
ル
モ
Ｆ
Ｉ
一
家
ニ
於
テ
全
然
其
意
思
ナ
キ
為
復
縁
ノ
見
込
ナ
キ
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
自
暴
自
棄
ト
為
リ
爾
来
一
時
慎
ミ
居
タ
ル
飲
酒
ニ
耽
リ
初
メ
曩
ニ
被
告
人
カ
尼
ヶ
崎
市
ニ
於
テ
労
働
ニ
従
事
中
瀕
死
ノ
大
火
傷
ヲ
負
ヒ
遂
ニ
左
手
不
具
ノ
身
ト
為
リ
タ
ル
際
ノ
如
キ
モ
其
頃
ハ
未
タ
Ｆ
Ｉ
家
ニ
在
籍
中
ナ
リ
シ
ニ
拘
ラ
ス
其
一
家
ノ
者
カ
恬
ト
シ
テ
顧
ミ
サ
リ
シ
当
時
ノ
無
情
冷
淡
ナ
ル
仕
打
ヲ
モ
想
ヒ
起
シ
Ｆ
Ｉ
繁
治
郎
夫
婦
及
固
ヲ
深
ク
恨
ミ
寧
ロ
右
三
名
ヲ
殺
害
シ
テ
鬱
憤
ヲ
霽
ラ
サ
ン
コ
ト
ヲ
決
意
シ
昭
和
五
年
八
月
二
日
午
前
一
時
頃
前
記
繁
治
郎
居
宅
ニ
到
リ
表
入
口
ヨ
リ
屋
内
ニ
侵
入
シ
同
家
六
畳
寐
室
ニ
於
テ
所
携
ノ
被
告
人
所
有
手
斧
（
証
第
一
号
）
ヲ
以
テ
右
繁
治
郎
ノ
頭
部
顔
面
、
左
肩
部
等
及
同
人
ノ
妻
、
Ｆ
Ｉ
ナ
ホ
ノ
頭
部
等
ニ
斬
付
ケ
タ
ル
モ
同
人
等
ノ
為
ニ
其
凶
器
ヲ
取
上
ケ
ラ
レ
タ
ル
為
メ
右
両
名
ノ
前
記
ノ
部
位
ニ
夫
々
全
治
二
週
間
位
ヲ
要
ス
ル
創
傷
ヲ
与
ヘ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
殺
害
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
以
上
ノ
事
実
ハ
公
判
ニ
付
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
嫌
疑
ア
リ
テ
之
ヲ
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
百
三
十
条
、
第
百
九
十
九
条
、
第
二
百
三
条
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
四
条
第
一
項
後
段
、
第
十
条
ニ
該
当
ス
ル
犯
罪
ナ
リ
ト
思
料
シ
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
二
条
ニ
則
リ
主
文
ノ
如
ク
決
定
ス
　
　
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
予
審
判
事
　
　
柳
　
田
　
躬
　
則
右
謄
本
也
　
　
前
同
日
於
前
同
庁
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
事
件
（
昭
和
七
年
一
月
二
〇
日
判
決
・
強
盗
殺
人
被
告
事
件
）
　
　
　
　
　
　
予
審
終
結
決
定
　
　
　
　
本
籍
並
住
居
山
口
県
美
祢
郡
□
□
町
大
字
□
佐
□
□
□
百
□
□
□
番
地
精
米
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
Ｍ
　
鶴
千
代
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
十
二
月
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
強
盗
殺
人
被
告
事
件
ニ
付
予
審
ヲ
遂
ケ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
本
件
ヲ
山
口
地
方
裁
判
所
ノ
公
判
ニ
付
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
大
正
十
三
年
二
月
頃
ヨ
リ
美
弥
郡
□
□
町
ニ
於
テ
精
米
業
ヲ
営
ミ
居
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
処
近
時
同
業
者
ノ
増
加
ト
財
界
ノ
不
況
ニ
従
ヒ
収
支
相
償
ハ
ス
営
業
困
難
ト
ナ
リ
自
然
各
所
ヘ
不
義
理
ノ
借
財
相
嵩
ミ
昭
和
二
年
以
来
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
六
七
（
　
　
　
）
六
七
電
力
料
金
不
払
ノ
為
精
米
機
用
ノ
送
電
ヲ
停
止
セ
ラ
レ
本
年
二
月
中
旬
頃
ヨ
リ
事
実
上
営
業
ヲ
廃
止
ス
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
為
家
計
益
々
困
難
ニ
陥
リ
居
タ
ル
折
柄
同
郡
□
□
村
Ｈ
Ｄ
庄
一
ヨ
リ
金
四
十
円
余
ノ
貸
金
債
権
ニ
付
自
宅
ニ
備
付
ケ
ア
ル
精
米
機
ノ
差
押
ヲ
受
ケ
其
競
売
期
日
ヲ
同
年
五
月
一
日
ト
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
万
一
之
カ
競
売
等
ノ
コ
ト
ア
ラ
ン
カ
各
債
権
者
ハ
之
ヲ
聞
知
シ
テ
一
時
ニ
蜂
起
シ
被
告
人
ニ
対
シ
貸
金
ノ
弁
済
方
ヲ
請
求
ス
ヘ
ク
果
テ
ハ
被
告
人
一
家
ハ
他
所
ニ
流
転
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
窮
状
ニ
陥
ル
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
被
告
人
ハ
Ｈ
Ｄ
庄
一
ニ
懇
請
シ
同
月
十
五
日
迄
延
期
方
取
計
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
金
策
出
来
サ
リ
シ
為
更
ニ
Ｈ
Ｄ
ニ
懇
願
シ
タ
ル
結
果
同
月
二
十
五
日
迠
ニ
金
円
支
払
ヲ
為
ス
ヘ
キ
約
ノ
下
ニ
同
月
三
十
一
日
迠
延
期
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
競
売
期
日
ハ
同
年
六
月
一
日
ト
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
カ
金
策
方
百
方
奔
走
シ
タ
ル
モ
遂
ニ
意
ヲ
得
ス
金
策
ノ
途
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ヨ
リ
予
テ
居
町
近
隣
ニ
居
住
シ
白
米
商
ヲ
営
ミ
居
ル
被
告
人
ノ
養
母
ノ
弟
Ｙ
Ｄ
伊
三
郎
（
七
十
歳
）
カ
相
当
金
円
ヲ
貯
ヘ
居
ル
処
ヨ
リ
同
人
ニ
懇
願
シ
テ
金
円
ヲ
借
受
ケ
其
窮
地
ヲ
脱
セ
ム
モ
ノ
ト
思
惟
シ
タ
ル
モ
予
テ
同
人
ヨ
リ
モ
金
円
ヲ
借
受
ケ
未
タ
之
カ
弁
済
ヲ
為
シ
居
ラ
サ
ル
関
係
モ
ア
リ
殊
ニ
Ｙ
Ｄ
伊
三
郎
ハ
輒
ク
金
銭
ノ
融
通
ヲ
為
シ
呉
レ
サ
ル
人
柄
ナ
ル
コ
ト
ヲ
熟
知
セ
ル
被
告
人
ハ
如
何
ニ
セ
ン
カ
ト
躊
躇
シ
居
タ
ル
折
柄
偶
同
年
五
月
二
十
一
日
午
後
九
時
過
頃
右
Ｙ
Ｄ
伊
三
郎
カ
入
浴
ノ
帰
途
被
告
人
宅
前
道
路
ヲ
通
行
ス
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ヨ
リ
被
告
人
ハ
伊
三
郎
ノ
後
ヲ
追
ヒ
同
人
ト
共
ニ
伊
三
郎
方
ニ
赴
キ
同
家
奥
三
畳
ノ
間
ニ
於
テ
同
人
ニ
対
シ
右
ノ
窮
状
ヲ
訴
ヘ
金
借
方
ヲ
懇
願
シ
タ
ル
モ
同
人
ハ
之
ヲ
素
気
ナ
ク
拒
絶
シ
テ
戸
棚
ヨ
リ
寝
具
ヲ
取
出
シ
寝
ニ
就
カ
ン
ト
シ
タ
ル
ヨ
リ
尚
其
枕
元
ニ
坐
シ
テ
更
ニ
再
三
金
借
方
哀
訴
歎
願
シ
タ
ル
モ
伊
三
郎
ハ
之
ヲ
承
諾
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
被
告
人
ヲ
悪
罵
シ
タ
ル
為
被
告
人
ハ
痛
ク
其
無
情
ナ
ル
態
度
ニ
憤
激
ス
ル
ト
共
ニ
伊
三
郎
ヨ
リ
金
円
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
焦
眉
ノ
窮
状
ヲ
脱
ス
ル
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
想
到
シ
茲
ニ
於
テ
寧
ロ
伊
三
郎
ヲ
殺
害
シ
テ
金
円
ヲ
奪
取
セ
ン
コ
ト
ヲ
決
意
シ
傍
ニ
在
リ
タ
ル
西
洋
式
手
拭
ヲ
以
テ
仰
臥
セ
ル
伊
三
郎
ノ
隙
ヲ
窺
ヒ
同
人
ノ
頸
部
ニ
之
ヲ
巻
付
ケ
力
ヲ
極
メ
テ
之
ヲ
引
絞
メ
テ
同
人
ヲ
殺
害
シ
タ
ル
後
同
三
畳
ノ
間
箪
笥
内
ニ
納
メ
ア
リ
タ
ル
伊
三
郎
所
有
ノ
現
金
六
十
四
円
二
十
銭
ヲ
強
取
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
以
上
ノ
事
実
ハ
之
ヲ
公
判
ニ
付
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
犯
罪
ノ
嫌
疑
充
分
ニ
シ
テ
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
二
百
四
十
条
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
同
法
条
ヲ
適
用
シ
処
断
ス
ヘ
キ
犯
罪
ナ
リ
ト
思
料
ス
仍
テ
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
二
条
ニ
則
リ
主
文
ノ
如
ク
決
定
ス
　
　
昭
和
六
年
九
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
審
判
事
　
　
西
　
巻
　
芳
二
郎
右
謄
本
也
　
　
前
同
日
於
同
庁
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
事
件
（
昭
和
九
年
一
〇
月
二
一
日
判
決
・
殺
人
教
唆
及
死
体
遺
棄
教
唆
被
告
事
件
）
　
　
　
　
　
　
予
審
終
結
決
定
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
六
八
（
　
　
　
）
六
八
　
　
　
　
本
籍
並
住
居
山
口
県
阿
武
郡
□
□
村
字
□
□
第
□
□
百
□
□
□
番
地
農
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
　
Ｂ
　
ハ
　
ル
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
六
年
十
月
□
日
生
　
　
　
　
本
籍
並
住
居
同
県
萩
市
大
字
□
□
字
□
□
□
第
□
百
□
□
番
地
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｕ
　
Ｙ
　
強
　
助
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年
四
月
□
日
生
右
ハ
ル
ニ
対
ス
ル
殺
人
教
唆
、
死
体
遺
棄
教
唆
及
強
助
ニ
対
ス
ル
殺
人
、
死
体
遺
棄
各
被
告
事
件
ニ
付
予
審
ヲ
遂
ケ
決
定
ヲ
ナ
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
本
件
ヲ
山
口
地
方
裁
判
所
ノ
公
判
ニ
付
ス
　
　
　
　
理
　
由
第
一
、
被
告
人
Ｔ
Ｂ
ハ
ル
ハ
　
一
、
肩
書
居
部
落
ニ
於
テ
中
流
以
上
ノ
生
計
ヲ
営
ミ
居
ル
者
ナ
ル
ト
コ
ロ
其
二
男
戸
主
Ｔ
Ｂ
邦
春
（
明
治
三
十
四
年
十
一
月
□
日
生
）
カ
数
年
来
高
利
貸
ヲ
為
シ
テ
家
業
タ
ル
農
業
ヲ
顧
ミ
ス
性
極
メ
テ
貪
婪
且
冷
酷
ナ
ル
為
メ
親
戚
部
落
民
等
ヨ
リ
甚
タ
シ
ク
嫌
忌
セ
ラ
レ
被
告
人
等
カ
説
諭
勧
告
ス
ル
モ
絶
ヘ
テ
其
言
ニ
耳
ヲ
藉
サ
ン
ト
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
ツ
テ
之
ニ
反
抗
シ
昭
和
六
年
頃
以
来
同
人
ノ
為
メ
Ｔ
Ｂ
一
家
ノ
者
ハ
他
ノ
部
落
民
ヨ
リ
殆
ン
ト
交
際
ヲ
断
タ
レ
居
ル
状
態
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
被
告
人
ノ
心
労
一
方
ナ
ラ
サ
リ
シ
カ
一
方
邦
春
カ
数
度
娶
リ
タ
ル
妻
女
ハ
何
レ
モ
被
告
人
ト
ノ
不
和
ノ
為
メ
離
縁
ト
為
リ
殊
ニ
最
後
ノ
妻
ニ
シ
テ
昭
和
六
年
頃
実
家
ニ
逃
ケ
帰
リ
タ
ル
Ｈ
Ｔ
Ｎ
孝
子
ハ
邦
春
カ
之
ヲ
萩
市
内
ニ
別
ニ
居
ヲ
構
ヘ
シ
ム
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
リ
右
ノ
如
キ
事
情
ノ
下
ニ
被
告
人
ト
邦
春
ト
ノ
間
ニ
ハ
数
年
来
常
ニ
喧
嘩
口
論
ノ
絶
間
ナ
ク
被
告
人
ハ
其
煩
労
ト
心
痛
ニ
堪
エ
サ
ル
余
リ
邦
春
ヲ
殺
害
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
ト
思
惟
ス
ル
ニ
至
リ
昭
和
八
年
夏
頃
当
時
被
告
人
方
ニ
家
事
ノ
手
伝
ニ
来
居
タ
ル
甥
Ｉ
Ｎ
一
元
ニ
対
シ
右
事
情
ヲ
訴
ヘ
テ
邦
春
殺
害
方
ヲ
依
頼
シ
タ
ル
モ
峻
拒
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
其
後
間
モ
ナ
ク
当
時
邦
春
ト
山
林
立
木
売
買
ノ
事
ニ
付
確
執
ヲ
生
シ
居
タ
ル
甥
Ｕ
Ｙ
強
助
カ
被
告
人
ノ
肩
書
居
宅
ニ
来
リ
邦
春
ノ
処
置
ノ
不
法
ヲ
訴
ヘ
テ
其
調
停
方
依
頼
ス
ル
ヤ
更
ニ
同
人
ニ
対
シ
邦
春
ノ
為
メ
自
己
カ
心
労
シ
居
ル
事
情
ヲ
陳
ヘ
邦
春
ハ
到
底
他
人
ノ
調
停
勧
告
ヲ
聞
キ
入
ル
ヽ
者
ニ
非
サ
ル
故
寧
ロ
同
人
ヲ
殺
害
シ
呉
レ
度
ク
其
報
酬
ト
シ
テ
金
五
十
円
ヲ
供
与
ス
ヘ
キ
旨
申
シ
向
ケ
テ
邦
春
殺
害
方
ヲ
依
頼
教
唆
シ
其
後
数
回
強
助
ニ
其
決
行
方
ヲ
慫
慂
督
励
シ
依
テ
強
助
ヲ
シ
テ
該
教
唆
ニ
応
シ
同
年
十
二
月
二
十
三
日
其
肩
書
居
宅
ニ
於
テ
邦
春
ヲ
殺
害
セ
シ
メ
　
二
、
次
テ
同
年
十
二
月
二
十
五
日
強
助
カ
被
告
人
宅
ニ
来
リ
テ
邦
春
殺
害
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
其
死
体
ハ
自
宅
裏
山
中
ニ
埋
匿
シ
置
キ
タ
ル
旨
告
ク
ル
ヤ
埋
メ
置
キ
テ
ハ
単
ニ
邦
春
ノ
行
衛
不
明
ト
云
フ
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
戸
主
タ
ル
同
人
ヲ
戸
籍
面
ヨ
リ
除
ク
コ
ト
能
ハ
サ
ル
故
人
ノ
睹
易
キ
場
所
ニ
首
ヲ
吊
リ
自
殺
シ
タ
ル
如
ク
装
ヒ
死
体
ヲ
遺
棄
シ
置
ク
ヘ
キ
旨
教
唆
シ
依
テ
強
助
ヲ
シ
テ
該
教
唆
ニ
応
シ
同
月
二
十
九
日
午
前
二
時
頃
右
裏
山
ニ
埋
メ
ア
ル
邦
春
ノ
死
体
ヲ
掘
リ
出
シ
テ
之
ヲ
約
二
十
町
距
リ
居
ル
萩
市
大
字
□
□
字
□
□
間
□
□
山
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
六
九
（
　
　
　
）
六
九
林
中
ニ
遺
棄
セ
シ
メ
第
二
、
被
告
人
Ｕ
Ｙ
強
助
ハ
　
一
、
昭
和
七
年
初
頃
前
記
Ｔ
Ｂ
邦
春
ニ
対
ス
ル
金
七
十
円
ノ
借
入
金
債
務
ノ
担
保
ト
シ
テ
自
己
所
有
ノ
山
林
立
木
（
価
格
約
二
百
五
六
十
円
）
ヲ
買
戻
ノ
特
約
ヲ
附
シ
テ
同
人
ニ
売
渡
シ
置
キ
タ
ル
カ
同
年
秋
頃
該
債
務
弁
済
ノ
資
金
ヲ
得
ル
為
メ
右
立
木
ノ
一
部
ヲ
同
人
ニ
無
断
ニ
テ
他
ニ
売
却
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
其
後
邦
春
ハ
右
売
買
ノ
契
約
書
ニ
買
戻
約
款
ノ
書
入
レ
ア
ラ
サ
リ
シ
ヲ
奇
貨
ト
シ
立
木
ハ
全
部
自
己
ノ
買
取
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
買
戻
ノ
約
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
被
告
人
カ
其
一
部
ヲ
他
ニ
売
却
シ
タ
ル
ハ
二
重
売
買
ナ
ル
ヲ
以
テ
告
訴
ス
ヘ
シ
ト
威
嚇
ス
ル
コ
ト
屢
々
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
憤
懣
ノ
念
ニ
堪
エ
サ
ル
折
柄
昭
和
八
年
八
月
頃
被
告
人
ハ
ル
方
ニ
赴
キ
同
人
ニ
対
シ
右
事
情
ヲ
訴
ヘ
テ
其
調
停
方
ヲ
依
頼
シ
タ
ル
ニ
前
記
第
一
ノ
一
ノ
如
ク
同
人
ヨ
リ
金
五
十
円
ヲ
供
与
ス
ヘ
キ
ニ
ヨ
リ
邦
春
ヲ
殺
害
シ
呉
レ
度
キ
旨
依
頼
セ
ラ
レ
其
後
屢
々
其
決
行
方
ヲ
慫
慂
督
励
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
遂
ニ
其
意
ヲ
決
シ
時
機
ヲ
窺
ヒ
居
ル
内
同
年
十
二
月
二
十
一
日
邦
春
カ
前
記
立
木
売
買
ノ
事
ニ
付
被
告
人
ノ
肩
書
居
宅
ヲ
訪
レ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
此
期
ヲ
逸
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
為
シ
其
滞
在
中
ナ
ル
同
月
二
十
三
日
午
前
八
時
頃
家
人
不
在
ニ
シ
テ
邦
春
カ
居
宅
台
所
囲
炉
裡
傍
ニ
胡
座
シ
居
ル
隙
ニ
乗
シ
附
近
ニ
有
合
セ
タ
ル
唐
鍬
（
証
第
一
号
）
ヲ
揮
ツ
テ
後
方
ヨ
リ
同
人
ノ
右
顳
顬
部
ヲ
強
打
シ
同
人
カ
内
庭
土
間
ニ
転
落
ス
ル
ヤ
続
イ
テ
更
ニ
右
鍬
ニ
テ
其
左
顳
顬
部
及
前
頭
部
ヲ
毆
打
シ
因
テ
同
人
ヲ
シ
テ
頭
蓋
骨
複
雑
骨
折
及
脳
髄
出
血
ノ
為
メ
即
死
セ
シ
メ
　
二
、
次
テ
同
月
二
十
五
日
右
ハ
ル
方
ニ
赴
キ
同
人
ニ
対
シ
邦
春
殺
害
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
タ
ル
旨
報
告
シ
テ
約
定
ノ
報
酬
金
ヲ
受
取
リ
死
体
ハ
自
宅
裏
山
ニ
埋
メ
置
キ
タ
ル
旨
告
ケ
タ
ル
ト
コ
ロ
前
記
第
一
ノ
二
ノ
如
ク
ハ
ル
ヨ
リ
該
死
体
ヲ
人
目
ニ
付
キ
易
キ
場
所
ニ
遺
棄
ス
ヘ
キ
旨
命
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
同
月
二
十
九
日
午
前
二
時
頃
家
人
ノ
熟
睡
中
ヲ
窺
ヒ
密
カ
ニ
右
埋
匿
シ
ア
ル
死
体
ヲ
掘
リ
出
シ
約
二
十
町
距
リ
居
ル
萩
市
大
字
□
□
字
□
□
間
□
□
山
林
中
ニ
運
搬
投
棄
シ
以
テ
之
ヲ
遺
棄
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
之
ヲ
公
判
ニ
付
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
嫌
疑
十
分
ニ
シ
テ
被
告
人
ハ
ル
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
百
九
十
九
条
第
六
十
一
条
、
第
百
九
十
条
第
六
十
一
条
ニ
被
告
人
強
助
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
百
九
十
九
条
第
百
九
十
条
ニ
各
該
当
ス
ル
モ
ノ
ト
思
料
ス
仍
テ
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
二
条
ニ
則
リ
主
文
ノ
如
ク
決
定
ス
　
　
昭
和
九
年
六
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
審
判
事
　
　
吉
　
田
　
正
　
之
右
謄
本
也
　
　
同
日
於
同
庁
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
二
　
第
一
審
判
決
書
　
山
口
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
陪
審
裁
判
の
判
決
原
本
は
、
山
口
地
方
検
察
庁
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
訴
棄
却
と
な
っ
た
③
事
件
（
昭
和
四
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
七
〇
（
　
　
　
）
七
〇
年
一
一
月
一
三
日
判
決
・
強
姦
致
傷
被
告
事
件
）、
な
ら
び
に
無
罪
と
な
っ
た
⑤
事
件
（
昭
和
五
年
三
月
一
九
日
・
強
盗
強
姦
被
告
事
件
）
お
よ
び
⑧
事
件
（
昭
和
六
年
五
月
二
八
日
判
決
・
強
盗
殺
人
被
告
事
件
）
は
、
保
存
期
間
が
「
永
久
」
で
は
な
か
っ
た
ゝ
め
か
、
現
在
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。
①
事
件
（
昭
和
四
年
二
月
一
六
日
判
決
・
尊
属
傷
害
致
死
事
件
）
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
田
村
久
熊
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
　
島
根
県
那
賀
郡
□
□
村
大
字
□
□
第
□
□
□
□
□
番
地
住
居
　
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
大
字
□
□
□
字
□
□
瓦
製
造
販
売
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
　
Ｔ
　
清
　
吉
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年
十
月
□
日
生
右
傷
害
致
死
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
杉
本
時
三
郎
関
与
ノ
上
審
理
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
二
年
ニ
処
ス
　
押
収
ニ
係
ル
垂
木
（
証
第
一
号
）
ハ
之
ヲ
没
収
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
被
告
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
ナ
ル
自
宅
ニ
於
テ
酩
酊
セ
ル
実
父
Ｋ
Ｔ
力
太
ト
口
論
ノ
末
垂
木
（
証
第
一
号
）
ヲ
以
テ
力
太
ノ
頭
部
其
他
ヲ
殴
打
シ
其
頭
部
其
他
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
右
所
為
ハ
刑
法
第
二
百
四
条
ニ
該
当
シ
同
条
所
定
ノ
懲
役
刑
ヲ
選
択
ノ
上
其
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
主
文
ノ
刑
ヲ
量
定
処
断
シ
証
第
一
号
ノ
垂
木
カ
被
告
人
ノ
所
有
ナ
ル
コ
ト
ハ
被
告
人
ノ
当
公
廷
ニ
於
ケ
ル
其
旨
ノ
供
述
ニ
依
リ
之
ヲ
認
メ
右
垂
木
ノ
没
収
ニ
付
テ
ハ
刑
法
第
十
九
条
ニ
則
リ
又
タ
訴
訟
費
用
ノ
負
担
ニ
付
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ヲ
適
用
シ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
矢
島
　
憲
明
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
小
玉
平
太
郎
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
木
村
　
幾
太
　
㊞
②
事
件
（
昭
和
四
年
七
月
一
八
日
判
決
・
放
火
及
放
火
未
遂
事
件
）
　
昭
和
四
年
七
月
十
八
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
田
村
久
熊
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
村
大
字
□
□
字
□
□
□
鍛
冶
職
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
　
Ｓ
　
峰
　
雄
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
七
一
（
　
　
　
）
七
一
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年
十
一
月
□
□
□
日
生
右
放
火
及
放
火
未
遂
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
ヲ
懲
役
四
年
ニ
処
ス
　
訴
訟
費
用
中
予
審
ニ
於
テ
証
人
Ｍ
Ｔ
イ
チ
、
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
儀
作
母
）、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
、
Ｋ
Ｍ
孝
八
、
Ｋ
Ｓ
五
六
、
Ｍ
Ｓ
近
一
、
Ｍ
Ｋ
嘉
一
、
Ｍ
Ｔ
又
一
ニ
対
シ
又
当
審
ニ
於
テ
証
人
Ｍ
Ｋ
嘉
一
、
Ｎ
Ｏ
ユ
キ
、
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
、
Ｍ
Ｓ
ヤ
ナ
（
儀
作
母
）、
Ｍ
Ｔ
イ
チ
、
Ｉ
Ｕ
キ
ク
、
Ｍ
Ｓ
近
一
、
Ｋ
Ｓ
五
六
、
Ｋ
Ｍ
孝
八
、
Ｍ
Ｔ
又
一
、
Ｍ
Ｓ
亥
作
、
Ｍ
Ｓ
ヤ
ス
ノ
、
Ｍ
Ｔ
元
平
、
Ｈ
Ｋ
周
一
、
Ｈ
Ｓ
豊
作
、
Ｕ
Ｒ
常
義
、
Ｙ
Ｄ
仙
二
ニ
対
シ
支
給
シ
タ
ル
部
分
ハ
被
告
ノ
負
担
ト
ス
　
被
告
カ
厚
狭
郡
□
□
村
大
字
□
□
字
□
□
□
Ｍ
Ｓ
國
雄
方
住
家
ヲ
焼
燬
セ
ン
ト
決
意
シ
昭
和
四
年
一
月
十
四
日
午
後
八
時
半
頃
繿
縷
ヲ
長
サ
約
五
寸
ノ
縄
ト
為
シ
其
一
端
ニ
燐
寸
軸
木
約
十
本
ヲ
括
リ
付
ケ
其
周
囲
ヲ
新
聞
紙
ニ
テ
巻
キ
（
証
第
十
八
、
十
九
号
）
右
縄
ノ
一
端
ニ
火
ヲ
点
シ
之
ヲ
携
ヘ
テ
右
國
雄
方
ニ
趣
キ
同
家
木
造
藁
葺
平
家
建
住
家
西
側
ノ
屋
根
裏
ニ
差
込
ミ
放
火
シ
タ
ル
モ
隣
人
Ｍ
Ｓ
浦
太
郎
ニ
発
見
セ
ラ
レ
其
屋
根
裏
周
囲
一
尺
位
ヲ
焼
燬
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
消
止
メ
ラ
レ
タ
リ
ト
ノ
公
訴
事
実
ニ
付
テ
ハ
被
告
ハ
無
罪
　
　
　
　
理
　
由
被
告
ハ
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
村
大
字
□
□
字
□
□
□
Ｍ
Ｓ
フ
サ
ノ
方
住
家
ヲ
焼
燬
セ
ン
ト
決
意
シ
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
午
後
八
時
頃
「
ハ
ン
カ
チ
」
ヲ
裂
ヒ
テ
長
サ
四
・
五
寸
位
ノ
縄
ト
為
シ
之
ニ
燐
寸
軸
木
十
四
・
五
本
ト
婦
人
結
髪
用
セ
ル
ロ
イ
ド
製
ピ
ン
十
五
・
六
本
ト
ヲ
黒
糸
ニ
テ
括
リ
付
ケ
（
証
第
三
号
）
之
ヲ
携
ヘ
テ
フ
サ
ノ
方
木
造
藁
葺
四
方
尾
垂
瓦
葺
平
家
建
住
家
ノ
西
側
ニ
赴
キ
所
携
ノ
燐
寸
ニ
テ
点
火
シ
竹
竿
ニ
挟
ミ
テ
之
ヲ
西
横
側
ノ
藁
葺
屋
根
裏
ニ
差
込
マ
ン
ト
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
フ
サ
ノ
ニ
発
見
誰
何
セ
ラ
レ
テ
逃
亡
シ
住
家
焼
燬
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
右
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
ノ
右
所
為
ハ
刑
法
第
百
十
二
条
第
百
八
条
ニ
該
当
シ
有
期
懲
役
ヲ
選
択
シ
未
遂
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
同
法
第
四
十
三
条
前
段
第
六
十
八
条
ニ
依
リ
其
刑
ヲ
減
軽
シ
タ
ル
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
主
文
ノ
刑
ヲ
量
定
処
断
シ
公
訴
訴
訟
費
用
中
主
文
第
二
項
記
載
ノ
部
分
ニ
付
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
ニ
依
リ
負
担
ヲ
定
メ
形
主
文
第
三
項
記
載
ノ
公
訴
事
実
及
穴
被
告
カ
山
口
県
厚
狭
郡
□
□
□
村
大
字
□
□
字
□
□
□
Ｍ
Ｓ
儀
作
方
住
家
ヲ
焼
燬
セ
ン
ト
決
意
シ
昭
和
三
年
八
月
十
一
日
午
後
九
時
前
頃
同
人
方
北
側
道
路
ニ
到
リ
長
サ
三
寸
周
囲
三
寸
位
ノ
藁
束
ニ
線
香
二
本
及
燐
寸
軸
木
約
十
本
ト
竹
箸
ト
ヲ
挿
シ
更
ニ
其
周
囲
ヲ
「
タ
オ
ル
」
布
片
ニ
テ
巻
キ
（
証
第
一
、
二
号
）
該
線
香
ニ
点
火
シ
テ
同
人
方
木
造
藁
葺
平
家
建
住
家
西
北
屋
根
裏
ニ
差
込
ミ
放
火
シ
タ
ル
モ
通
行
人
Ｎ
Ｏ
米
松
ニ
発
見
セ
ラ
レ
屋
根
裏
ノ
一
部
ヲ
焼
燬
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
消
止
メ
ラ
レ
タ
リ
ト
ノ
公
訴
事
実
ハ
孰
レ
モ
陪
審
ノ
然
ラ
ス
ト
ノ
答
申
ニ
ヨ
リ
其
事
実
ヲ
認
メ
難
シ
而
シ
テ
穴
ノ
公
訴
事
実
ハ
判
示
事
実
ト
連
続
関
係
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
公
訴
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
ニ
主
文
ニ
於
テ
無
罪
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
形
ノ
主
文
第
三
項
記
載
ノ
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
七
二
（
　
　
　
）
七
二
公
訴
事
実
ニ
付
テ
ハ
陪
審
法
第
九
十
七
条
第
三
項
前
段
ニ
則
リ
無
罪
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
検
事
相
原
守
正
本
件
公
判
ニ
関
与
ス
　
　
昭
和
四
年
七
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
小
玉
平
太
郎
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
木
村
　
幾
太
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
和
田
仁
四
郎
　
㊞
④
事
件
（
昭
和
四
年
一
一
月
二
一
日
判
決
・
放
火
事
件
）
　
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
山
本
重
一
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
□
□
村
□
□
□
割
□
□
番
地
住
居
　
下
関
市
□
□
町
□
□
写
真
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｙ
　
Ｕ
　
鶴
　
作
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年
十
一
月
□
□
日
生
右
放
火
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
審
理
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
弐
年
六
月
ニ
処
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
四
年
八
月
二
十
八
日
午
後
七
時
頃
下
関
市
□
□
町
□
番
Ｎ
Ｍ
框
ノ
所
有
ニ
係
リ
Ｍ
Ｄ
重
盛
及
其
家
族
ノ
居
住
セ
ル
同
市
□
□
□
町
□
□
通
リ
□
□
□
番
地
所
在
家
屋
ヲ
燃
燬
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
テ
同
家
屋
階
下
写
真
用
暗
室
ノ
片
隅
ニ
放
置
シ
ア
リ
タ
ル
襤
褸
（
証
第
一
号
）
ニ
放
火
シ
タ
ル
モ
右
Ｍ
Ｄ
重
盛
ニ
発
見
セ
ラ
レ
消
止
メ
ラ
レ
タ
ル
タ
メ
右
燃
燬
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
右
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
右
所
為
ハ
刑
法
第
百
十
二
条
第
百
八
条
ニ
該
当
ス
ル
ト
コ
ロ
所
定
刑
中
ノ
有
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
尚
ホ
同
法
第
四
十
三
条
前
段
第
六
十
八
条
ニ
依
リ
未
遂
減
軽
ヲ
施
シ
タ
ル
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
主
文
ノ
刑
ヲ
量
定
処
断
シ
訴
訟
費
用
ノ
負
担
ニ
付
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ヲ
適
用
シ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
検
事
杉
本
時
三
郎
関
与
ス
　
　
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
矢
崎
　
憲
明
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
武
内
　
勇
平
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
木
村
　
幾
太
　
㊞
⑥
事
件
（
昭
和
五
年
五
月
一
〇
日
判
決
・
放
火
被
告
事
件
）
　
昭
和
五
年
五
月
十
日
宣
告
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
七
三
（
　
　
　
）
七
三
　
裁
判
所
書
記
　
　
田
村
久
熊
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
　
福
岡
市
□
町
□
□
□
番
地
住
居
　
下
関
市
□
□
町
□
番
地
医
師
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
Ｄ
　
哲
　
雄
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
七
年
七
月
□
日
生
右
ニ
対
ス
ル
放
火
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
田
口
環
関
与
ノ
上
審
理
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
七
年
ニ
処
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日
午
前
三
時
頃
下
関
市
□
□
町
□
番
地
Ａ
Ｙ
三
郎
方
居
宅
裏
側
軒
下
ニ
放
火
シ
因
テ
同
家
ヲ
燃
燬
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
右
所
為
ハ
刑
法
第
百
八
条
ニ
該
当
ス
ル
ト
コ
ロ
所
定
刑
中
有
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
其
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
主
文
ノ
刑
ヲ
量
定
処
断
シ
訴
訟
費
用
ノ
負
担
ニ
付
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ヲ
適
用
シ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
五
年
五
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
竹
内
　
勇
平
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
木
村
　
幾
太
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
和
田
仁
四
郎
　
㊞
⑦
事
件
（
昭
和
五
年
一
二
月
一
一
日
判
決
・
殺
人
未
遂
被
告
事
件
）
　
昭
和
五
年
十
二
月
十
一
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
山
本
重
一
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
　
山
口
県
吉
敷
郡
□
□
□
村
□
□
□
百
□
□
□
番
地
住
居
　
同
上
漁
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
Ｄ
　
一
　
雄
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年
十
二
月
□
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
殺
人
未
遂
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
滝
石
政
治
郎
関
与
審
理
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
一
雄
ヲ
懲
役
三
年
ニ
処
ス
　
押
収
ニ
係
ル
手
斧
一
挺
（
証
第
一
号
）
ハ
之
ヲ
没
収
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
五
年
八
月
二
日
午
前
一
時
頃
山
口
県
吉
敷
郡
□
村
Ｆ
Ｉ
繁
治
郎
方
六
畳
寝
室
ニ
於
テ
殺
害
ノ
目
的
ヲ
以
テ
犯
意
継
続
ノ
上
相
次
テ
右
繁
治
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
七
四
（
　
　
　
）
七
四
郎
妻
ナ
オ
ノ
頭
部
及
繁
治
郎
ノ
頭
部
顔
面
左
肩
部
等
ニ
被
告
人
所
有
ノ
手
斧
ヲ
以
テ
斬
リ
付
ケ
タ
ル
モ
右
両
名
ニ
阻
止
セ
ラ
レ
殺
害
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
右
所
為
ハ
刑
法
第
百
九
十
九
条
第
二
百
三
条
第
五
十
五
条
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
有
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
其
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
主
文
ノ
刑
ヲ
量
定
処
断
シ
押
収
ニ
係
ル
手
斧
一
挺
（
証
第
一
号
）
ハ
本
件
犯
罪
ノ
用
ニ
供
シ
タ
ル
物
件
ニ
シ
テ
被
告
人
以
外
ノ
者
ニ
属
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
刑
法
第
十
九
条
ニ
依
リ
之
ヲ
没
収
ス
ヘ
ク
訴
訟
費
用
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ニ
則
リ
全
部
被
告
人
ヲ
シ
テ
負
担
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
五
年
十
二
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
矢
崎
　
憲
明
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
竹
内
　
勇
平
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
星
野
　
武
雄
　
㊞
⑨
事
件
（
昭
和
六
年
七
月
一
四
日
判
決
・
殺
人
被
告
事
件
）
　
昭
和
六
年
七
月
十
四
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
山
本
重
一
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
並
住
居
山
口
縣
厚
狭
郡
□
□
□
村
第
□
□
□
□
番
屋
敷
無
職
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
Ｍ
　
勘
　
一
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
四
月
□
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
殺
人
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
松
野
甚
之
助
関
与
審
理
ヲ
遂
ケ
判
決
ヲ
為
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
七
年
ニ
処
ス
　
押
収
ノ
古
帯
一
筋
（
証
第
一
号
）
ハ
之
ヲ
没
収
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
六
年
四
月
二
十
日
午
前
十
一
時
頃
山
口
縣
厚
狭
郡
□
□
□
村
第
□
□
□
□
番
屋
敷
被
告
人
宅
附
近
ノ
墓
地
ニ
於
テ
殺
意
ヲ
以
テ
被
告
人
着
用
ノ
木
綿
古
帯
（
証
第
一
号
）
ニ
テ
実
父
勘
五
郎
ノ
頸
部
ヲ
絞
扼
シ
因
テ
同
人
ヲ
シ
テ
窒
息
ノ
結
果
死
亡
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
メ
タ
リ
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
判
示
所
為
ハ
刑
法
第
二
百
条
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
所
定
刑
中
無
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
処
断
ス
ヘ
キ
ト
コ
ロ
犯
罪
ノ
情
状
憫
諒
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ
以
テ
同
法
第
六
十
六
条
第
六
十
八
条
ヲ
適
用
シ
テ
右
刑
ヲ
減
軽
シ
タ
ル
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
被
告
人
ヲ
懲
役
七
年
ニ
処
ス
ヘ
ク
押
収
ノ
古
帯
一
筋
（
証
第
一
号
）
ハ
判
示
犯
行
ニ
供
シ
タ
ル
被
告
人
ノ
所
有
物
ナ
ル
ヲ
以
テ
同
法
第
十
九
条
ニ
則
リ
テ
之
ヲ
没
収
シ
訴
訟
費
用
ハ
刑
山
口
に
お
け
る
陪
審
裁
判
⑴ 
七
五
（
　
　
　
）
七
五
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
ニ
従
ヒ
被
告
人
ノ
負
担
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
主
文
ノ
如
ク
判
決
シ
タ
リ
　
　
昭
和
六
年
七
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
竹
内
　
勇
平
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
吉
田
　
正
之
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
由
井
健
之
助
　
㊞
⑩
事
件
（
昭
和
七
年
一
月
二
〇
日
判
決
・
強
盗
殺
人
被
告
事
件
）
　
昭
和
七
年
一
月
二
十
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
山
本
重
一
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
並
住
居
山
口
縣
美
禰
郡
□
□
町
大
字
□
□
四
□
□
百
□
□
□
番
地
精
米
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
Ｍ
　
鶴
千
代
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
十
二
月
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
強
盗
殺
人
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
加
藤
成
正
関
与
審
理
ヲ
遂
ケ
判
決
ヲ
為
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
無
期
懲
役
ニ
処
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
大
正
十
三
年
頃
ヨ
リ
肩
書
居
町
ニ
於
テ
精
米
業
ヲ
営
ミ
居
タ
ル
モ
近
時
営
業
困
難
ト
ナ
リ
テ
諸
所
ニ
負
債
ヲ
生
シ
昭
和
六
年
二
月
中
旬
頃
ヨ
リ
ハ
料
金
不
払
ノ
為
メ
精
米
機
用
ノ
送
電
ヲ
停
止
セ
ラ
レ
テ
事
実
上
営
業
ヲ
廃
止
ス
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
結
果
益
々
生
計
ニ
窮
シ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
同
年
四
月
債
権
者
Ｈ
Ｄ
庄
一
ヨ
リ
金
四
十
円
余
ノ
債
権
ニ
基
キ
前
記
精
米
機
ノ
差
押
ヲ
受
ケ
其
競
売
期
日
ヲ
再
度
延
期
シ
貰
ヒ
タ
ル
末
同
年
六
月
一
日
ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
カ
金
策
方
ヲ
百
方
奔
走
シ
タ
ル
モ
其
意
ヲ
得
ス
苦
慮
ヲ
重
ネ
居
タ
ル
折
柄
偶
々
同
年
五
月
二
十
一
日
午
後
九
時
頃
居
町
内
近
隣
ニ
住
居
セ
ル
被
告
人
ノ
養
母
ノ
弟
Ｙ
Ｄ
伊
三
郎
（
当
時
七
十
年
）
カ
入
浴
ノ
帰
途
被
告
人
宅
前
道
路
ヲ
通
行
ス
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
同
人
ノ
跡
ヲ
追
ヒ
テ
同
人
宅
ニ
赴
キ
同
人
ニ
対
シ
右
窮
状
ヲ
訴
ヘ
テ
金
借
方
ヲ
懇
願
シ
タ
ル
モ
同
人
ハ
之
ヲ
峻
拒
シ
同
家
三
畳
ノ
間
ノ
戸
棚
ヨ
リ
寝
具
ヲ
取
出
シ
テ
寝
ニ
就
カ
ン
ト
シ
タ
ル
ヨ
リ
更
ニ
重
ネ
テ
其
枕
下
ニ
坐
シ
テ
再
三
哀
訴
歎
願
ス
ル
モ
伊
三
郎
ヨ
リ
之
カ
承
諾
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
悪
罵
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
タ
ル
為
メ
太
ク
其
無
情
ナ
ル
態
度
ニ
憤
激
ス
ル
ト
共
ニ
伊
三
郎
ヨ
リ
金
円
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
他
ニ
焦
眉
ノ
窮
状
ヲ
脱
ス
ル
ノ
途
ナ
キ
コ
ト
ニ
想
到
シ
寧
ロ
同
人
ヲ
殺
害
シ
テ
金
円
ヲ
奪
取
セ
ン
コ
ト
ヲ
決
意
シ
直
チ
ニ
傍
ニ
在
リ
タ
ル
西
洋
手
拭
ヲ
伊
三
郎
ノ
頚
部
ニ
巻
付
ケ
力
ヲ
極
メ
テ
之
ヲ
引
絞
メ
テ
同
人
ヲ
絞
殺
シ
タ
ル
上
右
三
畳
ノ
間
箪
笥
内
ヨ
リ
伊
三
郎
所
有
ノ
現
金
六
十
四
円
二
十
銭
ヲ
強
取
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
メ
タ
リ
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
巻
　
一
号 
七
六
（
　
　
　
）
七
六
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
判
示
所
為
ハ
刑
法
第
二
百
四
十
条
後
段
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
所
定
刑
中
無
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
訴
訟
費
用
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ニ
則
リ
全
部
被
告
人
ヲ
シ
テ
負
担
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
七
年
一
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
竹
内
　
勇
平
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
吉
田
　
正
之
　
㊞
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
由
井
健
之
助
　
㊞
⑪
事
件
（
昭
和
八
年
四
月
一
一
日
判
決
・
放
火
未
遂
被
告
事
件
）
　
昭
和
八
年
四
月
十
一
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
林
　
隆
弌
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
並
住
居
山
口
縣
玖
珂
郡
□
□
村
大
字
□
□
第
□
□
□
百
□
□
□
番
地
農
業
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｙ
　
Ｄ
　
一
　
藏
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
六
十
歳
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
放
火
未
遂
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
松
野
甚
之
助
関
与
ノ
上
審
理
ヲ
遂
ケ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
三
年
ニ
処
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
三
日
午
後
四
時
三
十
分
頃
予
テ
不
仲
ト
ナ
リ
居
タ
ル
山
口
縣
玖
珂
郡
□
□
村
大
字
□
□
字
畑
ノ
Ｙ
Ｄ
長
稔
ノ
住
家
ヲ
焼
燬
セ
ン
コ
ト
ヲ
決
意
シ
右
長
稔
方
住
家
ニ
延
焼
セ
シ
ム
ル
目
的
ヲ
以
テ
同
家
ニ
長
稔
方
納
屋
及
Ｓ
Ｄ
甲
一
方
住
家
ヲ
隔
テ
テ
隣
接
ス
ル
右
甲
一
方
納
屋
ノ
壁
際
ニ
古
俵
黍
殻
麦
藁
等
ヲ
重
ネ
其
ノ
上
ニ
板
ヲ
置
キ
所
携
ノ
襤
褸
切
ニ
燐
寸
ヲ
以
テ
点
火
シ
之
ヲ
右
黍
殻
ノ
中
ニ
差
込
ミ
放
火
シ
タ
ル
モ
右
甲
一
方
納
屋
ヘ
燃
ヘ
移
ル
前
同
家
家
人
ニ
発
見
セ
ラ
レ
消
止
メ
ラ
レ
タ
ル
為
メ
焼
燬
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
ノ
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
判
示
所
為
ハ
刑
法
第
百
八
条
第
百
十
二
条
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
所
定
刑
中
有
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
同
法
第
四
十
三
条
本
文
第
六
十
八
条
ニ
則
リ
未
遂
減
軽
ヲ
為
シ
其
ノ
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
被
告
人
ヲ
懲
役
三
年
ニ
処
断
シ
訴
訟
費
用
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
ニ
従
ヒ
全
部
被
告
人
ヲ
シ
テ
負
担
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
八
年
四
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
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七
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判
事
　
由
井
健
之
助
　
㊞
⑫
事
件
（
昭
和
九
年
一
〇
月
三
一
日
判
決
・
殺
人
教
唆
被
告
事
件
）
　
昭
和
九
年
十
月
三
十
一
日
宣
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
林
　
隆
弌
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
並
住
居山
口
縣
阿
武
郡
□
□
村
字
□
□
第
□
□
百
□
□
□
番
地
農
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
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ハ
　
ル
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
六
年
十
月
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
殺
人
教
唆
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
榊
原
芳
夫
関
与
審
理
ヲ
遂
ケ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
三
年
ニ
処
ス
　
未
決
勾
留
日
数
中
百
二
十
日
ヲ
右
本
刑
ニ
算
入
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
其
ノ
二
男
ニ
シ
テ
Ｔ
Ｂ
家
ノ
戸
主
タ
ル
Ｔ
Ｂ
邦
春
カ
数
年
来
高
利
貸
ヲ
為
シ
テ
家
業
タ
ル
農
ヲ
顧
ミ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
資
性
貪
婪
且
冷
酷
ナ
ル
カ
為
親
戚
部
落
民
等
ヨ
リ
嫌
忌
セ
ラ
レ
昭
和
六
年
頃
以
来
Ｔ
Ｂ
一
家
ノ
者
ハ
同
人
ノ
為
他
ノ
部
落
民
ヨ
リ
殆
ト
交
際
ヲ
絶
タ
レ
居
ル
状
態
ト
為
リ
被
告
人
等
ニ
於
テ
極
力
説
諭
勧
告
ニ
努
ム
ル
モ
更
ニ
改
悛
ノ
情
ナ
ク
却
テ
之
ニ
反
抗
シ
来
リ
シ
カ
ハ
被
告
人
ノ
心
労
一
方
ナ
ラ
サ
リ
シ
カ
他
方
邦
春
カ
数
度
娶
リ
タ
ル
妻
ハ
何
レ
モ
被
告
人
ト
ノ
不
和
ノ
為
離
縁
ト
為
リ
邦
春
ニ
於
テ
ハ
已
ム
ナ
ク
最
後
ノ
妻
タ
ル
Ｈ
Ｔ
Ｎ
孝
子
ヲ
萩
市
内
ニ
別
居
セ
シ
メ
タ
ル
如
キ
事
情
ア
リ
テ
被
告
人
ト
邦
春
ト
ノ
間
ニ
ハ
常
ニ
喧
嘩
口
論
ノ
絶
間
ナ
カ
リ
シ
ヨ
リ
被
告
人
ハ
其
ノ
煩
労
心
痛
ニ
堪
ヘ
サ
ル
余
リ
昭
和
八
年
八
月
頃
ヨ
リ
同
年
十
月
頃
迄
ノ
間
被
告
人
ノ
肩
書
居
宅
其
ノ
他
ニ
於
テ
当
時
既
ニ
Ｔ
Ｂ
邦
春
殺
害
ノ
意
ヲ
決
シ
居
リ
タ
ル
Ｕ
Ｙ
強
助
ニ
対
シ
其
ノ
情
ヲ
知
リ
テ
邦
春
ヲ
強
助
方
ニ
遣
ル
ヘ
キ
旨
ヲ
告
ク
ル
等
其
ノ
意
思
ノ
実
行
方
ヲ
慫
慂
シ
テ
其
ノ
決
意
ヲ
強
固
ナ
ラ
シ
メ
以
テ
Ｕ
Ｙ
強
助
カ
同
年
十
二
月
二
十
三
日
萩
市
大
字
□
□
字
□
□
□
第
□
□
□
□
番
地
ナ
ル
自
宅
ニ
於
テ
右
邦
春
ヲ
殺
害
シ
タ
ル
行
為
ニ
付
精
神
的
幇
助
ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
之
ヲ
陪
審
ノ
評
議
ニ
付
シ
其
ノ
答
申
ヲ
採
択
シ
テ
之
ヲ
認
ム
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
判
示
所
為
ハ
刑
法
第
六
十
二
条
第
百
九
十
九
条
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
所
定
ノ
有
期
懲
役
刑
ヲ
選
択
シ
同
法
第
六
十
三
条
第
六
十
八
条
ニ
従
ヒ
減
軽
ヲ
為
シ
タ
ル
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
被
告
人
ヲ
懲
役
三
年
ニ
処
ス
ヘ
ク
尚
同
法
第
二
十
一
条
ニ
依
リ
未
決
勾
留
日
数
中
百
二
十
日
ヲ
右
本
刑
ニ
算
入
ス
ヘ
ク
訴
訟
費
用
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
ヲ
適
用
シ
全
部
被
告
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
主
文
ノ
如
ク
判
決
ス
　
　
昭
和
九
年
十
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
山
口
地
方
裁
判
所
刑
事
部
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
一
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一
号 
七
八
（
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七
八
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事
　
由
井
健
之
助
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事
件
（
昭
和
九
年
一
〇
月
三
一
日
判
決
・
死
体
遺
棄
教
唆
被
告
事
件
）
　
昭
和
九
年
十
月
三
十
一
日
宣
告
　
裁
判
所
書
記
　
　
林
　
隆
弌
㊞
　
　
　
　
　
　
判
　
決
本
籍
並
住
居山
口
縣
阿
武
郡
□
□
村
字
□
□
第
□
□
百
□
□
□
番
地
農
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
　
Ｂ
　
ハ
　
ル
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
六
年
十
月
□
日
生
右
ノ
者
ニ
対
ス
ル
死
体
遺
棄
教
唆
被
告
事
件
ニ
付
当
裁
判
所
ハ
検
事
榊
原
芳
夫
関
与
審
理
ヲ
遂
ケ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
　
主
　
文
　
被
告
人
ヲ
懲
役
三
月
ニ
処
ス
　
未
決
勾
留
日
数
中
三
十
日
ヲ
右
本
刑
ニ
算
入
ス
　
訴
訟
費
用
ハ
全
部
被
告
人
ノ
負
担
ト
ス
　
　
　
　
理
　
由
被
告
人
ハ
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
肩
書
居
宅
ニ
於
テ
Ｕ
Ｙ
強
助
ヨ
リ
同
人
カ
殺
害
シ
タ
ル
Ｔ
Ｂ
邦
春
ノ
死
体
ヲ
山
口
縣
萩
市
大
字
□
□
字
□
□
□
第
□
□
□
□
番
地
ナ
ル
強
助
宅
ノ
裏
山
中
ニ
埋
匿
シ
置
キ
タ
ル
コ
ト
ヲ
聞
知
ス
ル
ヤ
強
助
ニ
対
シ
人
ノ
見
易
キ
場
所
ニ
首
ヲ
吊
リ
テ
自
殺
シ
タ
ル
カ
或
ハ
高
所
ヨ
リ
転
落
シ
タ
ル
如
ク
装
ヒ
テ
其
ノ
死
体
ヲ
遺
棄
シ
置
ク
ヘ
キ
旨
教
唆
シ
因
テ
強
助
ヲ
シ
テ
該
教
唆
ニ
応
シ
同
月
二
十
九
日
午
前
二
時
頃
右
裏
山
ニ
埋
メ
ア
ル
邦
春
ノ
死
体
ヲ
掘
リ
出
シ
之
ヲ
同
所
ヨ
リ
約
二
十
町
ヲ
距
ル
同
市
大
字
同
字
同
□
□
山
林
中
ニ
遺
棄
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
事
実
ハ
被
告
人
ノ
当
公
廷
ニ
於
ケ
ル
判
示
同
趣
旨
ノ
供
述
及
予
審
ニ
於
ケ
ル
共
同
被
告
人
Ｕ
Ｙ
強
助
ニ
対
ス
ル
予
審
尋
問
調
書
中
判
示
ニ
照
応
ス
ル
同
人
ノ
供
述
記
載
ニ
依
リ
之
ヲ
認
定
ス
法
律
ニ
照
ス
ニ
被
告
人
ノ
判
示
所
為
ハ
刑
法
第
百
九
十
条
第
六
十
一
条
第
一
項
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
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九
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七
九
「山口地方区裁判所　平面図」 
（司法大臣官房会計課編『裁判所構成法実施五十年記念　司法
省及裁判所庁舎平面画集』　１９４１年、所収）
（注）図面左下に「陪審法廷」が、また左中ほど２階に「陪審員
宿舎」が、増設されているのが分かる。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広島高等裁判所蔵
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 撮影・紺谷　浩司
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